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 協力隊後の生き方
〜現職参加者〜

 派遣国の横顔
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一般
シニア

日系一般
	日系シニア

＝青年海外協力隊／海外協力隊
＝	シニア海外協力隊
＝	日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
＝	日系社会シニア海外協力隊

■	合計
一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

1,184
（497／687）

112
（85／27）

61
（22／39）

10
（5／5）

1,367
（609／758）

累計
（男性／女性）

45,776
（24,302／21,474）

6,553
（5,298／1,255）

1,542
（597／945）

547
（252／295）

54,418
（30,449／23,969）

■	アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 35 2
エスワティニ 1
エチオピア 12
ガーナ 45
ガボン 9 3
カメルーン 20 1
ケニア 30 3
ザンビア 39 5
ジブチ 8
ジンバブエ 8
セネガル 29 1
タンザニア 52 2
ナミビア 11
ベナン 26
ボツワナ 15
マダガスカル 24
マラウイ 16
南アフリカ共和国 4 3
モザンビーク 27 1
ルワンダ 27

国名 一般 シニア 日系一般日系シニア

アルゼンチン 13 5 4
エクアドル 22 2
エルサルバドル 13
キューバ 1
グアテマラ 15
コスタリカ 23 5
コロンビア 12 4
ジャマイカ 15 2
セントビンセント 3
セントルシア 6
ドミニカ共和国 26 3
ニカラグア 2
パナマ 13 2
パラグアイ 23 2 5 2
ブラジル 48 4
ベリーズ 12
ペルー 27 4
ボリビア 26
ホンジュラス 19
メキシコ 2 5

■	中南米地域
国名 一般 シニア

インド 18
インドネシア 10 1
ウズベキスタン 19 4
カンボジア 15 2
キルギス 21
タイ 15 4
中華人民共和国 5
ネパール 27 3
東ティモール 24
フィリピン 19 2
ブータン 13 4
ベトナム 20 6
マレーシア 13 5
ミャンマー 11
モルディブ 7
モンゴル 30
ラオス 31

■	アジア地域

■	欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 5 2

国名 一般 シニア

キリバス 1
サモア 13
ソロモン 15 1
トンガ 14
バヌアツ 17
パプアニューギニア 19 1
パラオ 7 5
フィジー 18 2
マーシャル 6 2
ミクロネシア 12 4

■	大洋州地域

国名 一般 シニア

エジプト 7
チュニジア 6
モロッコ 16 2
ヨルダン 33 1

■	中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況

（2020年7月末現在、単位：人） ※新型コロナウイルスの感染拡大により、
派遣中隊員は全員一時帰国中です。

現在の派遣国数

72カ国
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ロゴタイプデザイン：（株）AND
レイアウト：（株）AND
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が活動・生活を円滑に行うための実
践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還元に関する有
益な情報を提供し、対象者に配布しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度3次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

　JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 14、18
コンピュータ技術 16
農業土木 24
青少年活動 20
環境教育 4
サッカー 33
フェンシング 22
空手道 32
日本語教育 4
小学校教育 10
日系日本語学校教師 6
看護師 8、12、36
学校保健 23
障害児・者支援 26

■国別索引 掲載ページ
エチオピア 18
ガーナ 23
コスタリカ 4、22
サモア 33
タイ 20
タンザニア 14
パプアニューギニア 4
パラグアイ 6、8、36
東ティモール 36
ベナン 10
ボリビア 32
モザンビーク 24
モンゴル 12
ラオス 16
ルーマニア 29

■出身都道府県別索引 掲載ページ
青森県 12
栃木県 6
埼玉県 18、33
千葉県 14
神奈川県 23
岐阜県 22
京都府 10
兵庫県 20
広島県 16
徳島県 8
愛媛県 24
沖縄県 32

2020 SEP

Contents

	 18	 私の引継書
	 	 さん（エチオピア・コミュニティ開発・2017年度3次隊）

	 20	 	“失敗”から学ぶ
	 	 さん（タイ・青少年活動・2017年度2次隊）

	 22	 希少職種図鑑
	 	 ▶フェンシング　 さん（コスタリカ・2017年度4次隊）
	 	 ▶学校保健　 さん（ガーナ・2017年度1次隊）

	 24	 JICA	Volunteers’	Before	▶	After	〜人生を変えた2年間〜
	 	 クラフトビール醸造者　 さん（モザンビーク・農業土木・2014年度4次隊）

	 26	 帰国後よもやま話
	 	 障害児・者支援隊員篇

	 28	 Pick	Up	OB・OG会
	 	 ▶全国OV教員・教育研究会
	 	 ▶ルーマニアOB会

	 30	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 改善の方法／手洗いの啓発活動／収入向上活動

	 32	 先輩隊員のシューカツ記
	 	 金秀バイオ株式会社社員　 さん（ボリビア・空手道・2016年度3次隊）

	 33	 JOCV	SPORTS	NEWS
	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「通勤」

	 35	 INFORMATION
	 36	 隊員めし
	 	 酸っぱ辛い野菜のソース	東ティモールの「アイマナス」

      派遣国の横顔
  〜パラグアイ〜
 6	 日系人支援　
	 	 さん（日系社会青年ボランティア／日系日本語学校教師・2017年度派遣）

 8	 保健・医療
	 	 さん（看護師・2017年度2次隊）

 4	 JICA	Volunteers’	Reports
	 	 ▶一時帰国後に、メールなどを利用し、大学の正規授業として日本語指導を継続（パプアニューギニア）
	 	 ▶オンラインでの環境教育を企画。環境教育隊員と隊員OB・OGの取り組み（日本）

	 	 	 特集

      協力隊後の生き方
  〜現職参加者〜
 10	 　Education
	 	 さん（ベナン・小学校教育・2015年度1次隊）

 12	 　Medical　
	 	 さん（モンゴル・看護師・2015年度1次隊）

 14	 　Business
	 	 さん（タンザニア・コミュニティ開発・2014年度1次隊）

 16	 　Business
	 	 さん（ラオス・コンピュータ技術・2015年度1次隊）

JICA海外協力隊の種類（呼称）は、「青年海外協力隊」
「海外協力隊」「シニア海外協力隊」「日系社会青年海
外協力隊」「日系社会海外協力隊」「日系社会シニア海
外協力隊」があります。特に明記されていない場合は「青
年海外協力隊」となります。
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
そ
の
経
験
者
に
よ
る

国
内
外
で
の
注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
自

粛
生
活
が
続
く
中
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
環
境
教
育

は
で
き
な
い
の
か
？
」
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
技
術
顧
問
（
担
当
分
野
：

環
境
教
育
）
の

さ
ん
と

さ
ん

（
ケ
ニ
ア
・
環
境
教
育
・
2
0
0
7
年
度
4
次
隊
）

に
相
談
し
た
こ
と
か
ら
「
お
家
で
で
き
る
環
境

教
育
」
企
画
は
始
ま
っ
た
。
す
で
に
菊
池
さ
ん
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
お
家
で
自
然
探
し
」
と
い
う
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
し
た
経
験
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
私
も
体
験
す
る
こ
と
に
。
こ
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、「
家
の
中
の
自
然
を
探
す
」
と

い
う
お
題
を
も
ら
っ
た
参
加
者
が
、
10
分
ほ
ど
家

の
中
で
自
分
な
り
の
答
え
を
探
し
、
そ
れ
を
見
せ

合
っ
て
選
ん
だ
理
由
を
共
有
す
る
、
と
い
う
も
の

だ
。
探
し
て
い
る
間
、
私
は
久
し
ぶ
り
に
自
分
の

感
性
を
使
っ
て
家
の
中
を
歩
き
回
っ
た
。

　
環
境
教
育
に
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
指
導
の
よ
う
な

実
用
的
な
も
の
や
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
知
識
と

し
て
学
ぶ
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
あ
る
。

「
自
然
探
し
」
は
「
な
ぜ
環
境
を
守
る
の
か
？
」

を
直
感
的
に
理
解
し
、
感
性
を
育
て
る
も
の
で
あ

る
と
感
じ
た
。
感
性
を
育
て
る
こ
と
は
、
人
を
育

て
る
基
本
の
教
育
で
も
あ
る
。
自
粛
生
活
中
の
今

「
自
然
を
探
す
」
は
家
で
で
き
る
環
境
教
育
だ
と

確
信
し
、
こ
れ
を
「
お
家
で
で
き
る
環
境
教
育
」

企
画
と
し
て
、発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
環
境

教
育
分
野
の
隊
員
た
ち
が
集
ま
るFacebook

（
以
下
、F
B
）グ
ル
ー
プ
「
J
O
C
V
環
境
教
育
」

で
、
一
緒
に
企
画
を
考
え
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
を

募
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
隊
次
の
隊
員
や
一
時
帰
国

中
の
隊
員
が
関
心
を
示
し
て
く
れ
た
。
す
ぐ
に

「
自
然
探
し
」
体
験
会
を
実
施
し
、
感
想
や
意
見

を
も
ら
う
こ
と
で
、企
画
を
形
に
し
て
い
っ
た
。

　
同
時
期
、
私
が
働
く
ア
ー
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
で

は
、
環
境
・
社
会
に
負
荷
の
な
い
組
織
運
営
を
支

援
す
るO

peration G
reen

事
業
の
一
貫
で
、

エ
コ
に
関
す
る
連
続
勉
強
会
を
企
画
し
て
い
た
。

「
お
家
で
で
き
る
環
境
教
育
」
を
紹
介
す
る
に
は

ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
、
勉
強
会
で
実

践
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
当
日
は
、
三
好
さ
ん
と
菊
池
さ
ん
を
講
師
に
、

20
人
の
小
学
生
な
ど
を
対
象
に
実
施
。
今
回
は
、

9
つ
の
テ
ー
マ
で
自
然
を
探
す
ビ
ン
ゴ
形
式
で

「
自
然
探
し
」
を
実
践
し
た
。
お
題
は
「
小
さ
な

生
き
も
の
」「
ふ
わ
ふ
わ
」
な
ど
9
つ
。「
小
さ
な

生
き
物
は
納
豆
！
」「
と
う
も
ろ
こ
し
の
ヒ
ゲ
が

ふ
わ
ふ
わ
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
自
然
と
の
出
会

い
が
あ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
面
白
さ

は
、
お
題
の
「
空
」
で
も
感
じ
ら
れ
、
異
な
る
場

所
に
い
る
参
加
者
が
い
ろ
ん
な
空
を
シ
ェ
ア
し

た
。
実
施
後
の
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
今
回

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
非
常
に
好
評
だ
っ
た
。

　
今
回
の
企
画
で
隊
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
帰

国
後
・
活
動
中
の
隊
員
が
新
し
い
も
の
を
一
緒

に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

つ
な
が
り
だ
と
改
め
て
確
信
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
F
B
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
隊
員
た
ち

に
呼
び
か
け
、
一
緒
に
新
し
い
環
境
教
育
や
学
び

の
機
会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

●
2
0
1
2
年
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し

て
コ
ス
タ
リ
カ
に
赴
任
。
14
年
に
帰
国
。
そ
の
後
、国
連
大
学

と
環
境
省
が
共
同
運
営
す
る
地
球
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

プ
ラ
ザ
で
持
続
可
能
な
開
発
の
為
の
教
育
（
E
S
D
）
全
国

事
業
の
事
務
局
で
4
年
間
務
め
た
。
19
年
か
ら
一
般
社
団
法

人
ア
ー
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
に
て
人
材
育
成
事
業
と
し
て
の
研

修
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

バ
リ
島
を
拠
点
に
担
当
。

Japan

　
2
0
1
9
年
1
月
か
ら
、
首
都
に
あ
る
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
学
人
文
社
会
学
部
の
言
語
学

科
で
、
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
と
授
業
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
同
国
で
最
も
優
秀
な
学

生
の
集
ま
る
総
合
大
学
で
す
。
し
か
し
、
大
学
に

は
現
地
人
日
本
語
教
師
が
い
な
い
た
め
、
そ
の
育

成
が
私
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
す
。
同
大

学
は
、
日
本
の
琉
球
大
学
、
早
稲
田
大
学
と
の
留

学
提
携
が
あ
り
、
毎
年
1
～
3
人
が
日
本
へ
留
学

し
て
い
ま
す
。

　
20
年
の
授
業
は
2
月
下
旬
に
通
常
通
り
始
ま

り
ま
し
た
。
初
心
者
ク
ラ
ス
は
30
人
が
登
録
し
、

学
習
を
始
め
て
2
年
目
の
ク
ラ
ス
は
7
人
が
1

年
目
か
ら
継
続
し
、
人
間
関
係
が
で
き
た
の
で
笑

い
が
絶
え
な
い
授
業
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
、
3
人
の
日
本
留
学
経
験
者
が
い
る
ク
ラ

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
3
月
下
旬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

世
界
的
な
拡
大
を
受
け
、
私
が
一
時
帰
国
し
た

後
、
す
ぐ
に
大
学
も
休
校
閉
鎖
に
な
り
ま
し
た
。

配
属
先
の
許
可
を
得
て
、
正
規
の
授
業
と
し
て
メ

ー
ル
で
日
本
語
指
導
を
継
続
。
大
学
は
、
メ
ー
ル

で
の
指
導
に
よ
る
今
年
の
単
位
認
定
を
許
可
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
当
初
、
メ
ー
ル
を
見
る
こ
と

も
容
易
で
は
な
い
学
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

寮
や
自
宅
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い

学
生
も
い
ま
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
も
あ

り
、
課
題
を
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
学
生
は
ご
く
わ

ず
か
で
し
た
。
し
か
し
、
5
月
の
大
学
再
開
後
、

返
信
す
る
学
生
が
増
加
し
ま
し
た
。
大
学
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
改
善
さ
れ
、
他
授
業
も
オ
ン

ラ
イ
ン
が
多
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
メ
ー
ル
で
の
指
導
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ひ

と
り
ひ
と
り
英
語
で
添
削
し
、「
教
科
書
の
○
○

ペ
ー
ジ
を
復
習
し
な
さ
い
」
と
い
う
指
示
も
し
ま

す
。
対
面
一
斉
授
業
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
り
の
学
生

の
答
え
か
ら
他
学
生
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

が
メ
ー
ル
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

メ
ー
ル
指
導
に
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
誤

答
に
時
間
を
か
け
、
間
違
い
の
原
因
を
指
摘
し
、

必
要
な
復
習
箇
所
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
授
業
も
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
メ
ー
ル
に
よ
る
適
切
な
指
導
を
徹
底

す
る
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
7
月
は
前
期
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
成

績
で
留
学
で
き
る
学
生
を
推
薦
し
ま
す
。
今
年
の

留
学
は
中
止
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
来
年

は
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
現
地
に

い
な
い
た
め
残
念
な
が
ら
日
本
語
学
習
者
は
減

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
日
本
留
学
等
の
目
標
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
大
学
側

も
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
て

お
り
、
11
月
の
成
績
提
出
ま
で
、
試
行
錯
誤
を
し

な
が
ら
丁
寧
に
指
導
を
続
け
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
、
後
任
の
派
遣
は
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
21
年
の
大
学
の
日
本
語
講
座
が
中

断
し
て
し
ま
い
ま
す
。
同
大
学
の
学
生
に
教
材
の

提
供
や
学
習
の
助
言
で
あ
れ
ば
、
21
年
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 PNG 

Japan
一時帰国後に、メールなどを利用し、
大学の正規授業として日本語指導を継続

J
IC

A
 V

o
lu

n
teers' R

ep
o
rts

新型コロナウイルス感染症が拡大する前のパプアニューギニア大学での日本語授業風景

世界をつなぐオンラインならではの環境教育をぜひ試してほしい。
当日の詳細はこちら

▲

https://operationgreen.info/eco_at_home_report_07/

上：「ネイチャービンゴ」を紹介する三好技術顧問
左：ビンゴゲーム後に答えを見せ合い、理由を共有す
る参加者たち

文 ＝ さん（シニア海外ボランティア／パプアニューギニア・日本語教育・2018年度3次隊）

オンラインでの環境教育を企画。
環境教育隊員と隊員OB・OGの取り組み
文 ＝ さん（コスタリカ・環境教育・2012年度2次隊）

支援活動の流れ

〈2020年2月〉
通常前期開始

前期後期の2期制で、年間授
業は24週。

〈3月〉
一時帰国

新型コロナウイルスの影響
で日本に一時帰国。

〈3月〉
メール指導
開始

配属先大学の許可を得て、
メールでの指導を継続。

〈3月〉
大学休校

配属先が休校に。大学の通
信環境が使えなくなる。

〈5月〉
大学再開

大学の通信環境が改善。多
くの授業がオンラインに。

〈7月〉
前期試験 前期試験の成績提出。

〈8月（予定）〉
後期開始

オンライン会議システムを
使った授業を検討中。

〈10〜11月
（予定）〉
後期試験／
成績提出

成績が確定。

学生が送ってきた解答。PCや
スマホで日本語の入力ができな
い学生も多いので、ノートの写
真が送られてくる。書き間違い
も多いため、見直しをするよう
に指導している

※派遣名称は派遣当時のものです。
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会
話
を
し
て
い
る
と
い
っ
た
事
情
か
ら
、あ
る
程
度

の
日
本
語
力
を
持
つ
子
も
い
た
。そ
う
し
た
状
況
の

な
か
で
羽
石
さ
ん
は
、教
え
子
た
ち
の
日
本
語
力
に

応
じ
て
授
業
の
進
め
方
に
変
化
を
付
け
る
よ
う
努
め

た
。

【
平
日
の
授
業
】

　
週
に
3
日
通
う
平
日
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
は
、お

し
な
べ
て
親
が
我
が
子
の
日
本
語
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
熱
心
で
あ
り
、日
本
語
力
も
高
か
っ
た
。そ
こ

で
、平
日
の
ク
ラ
ス
で
は
日
本
の
学
校
で
行
わ
れ
て

い
る
の
と
同
様
の
授
業
を
実
施
。教
科
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
文
章
の
音
読
や
解
釈
な
ど
で
あ
る
。17
年

度
に
担
当
し
た
2
年
生
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は

日
本
語
力
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
日
本
語
を
使

い
な
が
ら
理
科
の
実
験
を
行
う
」と
い
っ
た
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
も
取
り
入
れ
た
。

　
複
式
学
級
の
運
営
は
羽
石
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て

の
経
験
で
、当
初
は
要
領
を
つ
か
む
の
に
苦
労
し
た
。

し
か
し
、担
当
し
た
1
年
生
の
ク
ラ
ス
の
2
人
の
日

2
0
0
0
世
帯
の
日
系
人
が
8
カ
所
の
移
住
地
や
ア

ス
ン
シ
オ
ン
な
ど
の
都
市
部
で
暮
ら
す
。各
地
の
日

本
人
会
は
こ
れ
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
学
校
を
持

ち
、日
系
人
子
弟
を
対
象
と
し
た
「
継
承
日
本
語
教

育
」を
行
っ
て
き
た
。継
承
日
本
語
教
育
と
は
、日
本

語
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、そ
の
背
景
に
あ
る
文
化

の
継
承
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
も
目
的
と

し
た
教
育
だ
。

　
羽
石
さ
ん
の
配
属
先
で
は
、日
本
の
学
校
で
使
わ

れ
る
日＊

本
語
母
語
話
者
の
た
め
の
「
国
語
の
教
科
書
」

を
主
な
教
材
と
し
な
が
ら
継
承
日
本
語
教
育
が
行
わ

れ
て
い
た
。し
か
し
、同
じ
年
代
で
も
子
ど
も
に
よ
っ

て
日
本
語
力
の
差
が
大
き
く
、す
べ
て
の
子
が
国
語

の
教
科
書
で
の
学
習
に
付
い
て
い
け
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。在
校
生
の
中
心
は
日
系
3
世
や
4
世
で
、家

族
と
も
ス
ペ
イ
ン
語
で
会
話
を
し
、日
本
語
に
触
れ

る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
子
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、な
か
に
は
親
が
日
本
語
の
勉
強
の
面
倒
を

よ
く
見
て
い
る
、あ
る
い
は
祖
父
母
と
は
日
本
語
で

果
的
だ
っ
た
も
の
が
、パ
ラ
グ
ア
イ
の
日
系
人
が
相

手
で
あ
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
効
果
的
だ
っ
た
の
だ
。

心
残
り
だ
っ
た
の
は
、同
僚
教
員
た
ち
の
大
半
が
教

育
に
関
す
る
専
門
知
識
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
れ
を
伝
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
伝
え
た
ら
有

益
だ
ろ
う
」と
は
思
っ
た
も
の
の
、彼
ら
は
ダ
ブ
ル
ワ

ー
ク
な
ど
で
多
忙
で
あ
り
、時
間
を
割
い
て
も
ら
う

の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
一
方
、学
習
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
は
貢
献
で
き

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
図
書
室
の
改
善
だ
。
羽
石
さ
ん

は
任
期
中
、校
務
分
掌
と
し
て
ほ
か
の
同
僚
教
員
と

共
に
図
書
室
運
営
を
担
当
。着
任
当
時
、配
属
先
に
は

日
本
語
の
蔵
書
が
3
0
0
0
冊
ほ
ど
あ
っ
た
。し
か

し
、日
系
1
世
が
日
本
か
ら
持
参
し
た
本
な
ど
は
、カ

ビ
が
生
え
た
り
朽
ち
た
り
し
て
読
む
気
が
起
き
ず
、

衛
生
上
の
問
題
も
懸
念
さ
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
た

め
、図
書
室
が
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
羽
石
さ
ん
は
思
い
切
っ
た
「
断
捨
離
」を
提

案
。蔵
書
の
半
数
ほ
ど
を
廃
棄
し
た
う
え
で
、残
し
た

蔵
書
は
分
類
し
て
並
べ
、シ
ン
プ
ル
で
使
い
や
す
い

図
書
室
に
し
た
。す
る
と
、「
図
書
室
で
本
を
選
び
、

読
む
時
間
」を
設
け
る
な
ど
、教
員
た
ち
の
間
で
図
書

室
を
活
用
す
る
機
運
が
生
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

本
語
力
が
高
い
と
わ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、同
じ
コ
マ

で
教
え
る
6
年
生
と
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
時
間
を
設
け
る
な
ど
、複
式
学
級
で
あ
る
こ

と
を
生
か
す
よ
う
に
し
た
。

【
土
曜
日
の
授
業
】

　
土
曜
日
の
ク
ラ
ス
は
読
み
書
き
が
で
き
な
い
子
も

多
く
、18
年
度
に
担
当
し
た
小
学
1
年
生
の
ク
ラ
ス

は
一
切
で
き
な
い
子
が
大
半
だ
っ
た
。そ
う
し
た
な

か
で
羽
石
さ
ん
は
、国
語
の
教
科
書
に
出
て
く
る
「
ひ

ら
が
な
」「
カ
タ
カ
ナ
」「
漢
字
」の
習
得
を
授
業
の

目
標
に
設
定
。時
折
「
歌
」や
「
折
り
紙
」、「
読
み
聞

か
せ
」、「
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
」な
ど
楽
し
め
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、日
本
語
に

対
す
る
興
味
の
喚
起
や
日
本
語
を
聞
き
取
る
力
の
向

上
に
努
め
た
。

図
書
室
の
「
断
捨
離
」
を
敢
行

　
羽
石
さ
ん
が
活
動
を
進
め
る
な
か
で
感
じ
て
い
た

の
は
、自
身
が
大
学
で
心
理
学
を
学
ん
だ
こ
と
、お
よ

び
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
小
学
校
教
員
と
し
て
授
業
運
営

の
技
術
を
蓄
え
て
い
っ
た
こ
と
が
、す
べ
て
生
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。子
ど
も
へ
の
声
が
け
の
手
法

な
ど
は
、日
本
の
子
ど
も
を
相
手
に
し
た
と
き
に
効

❶小学1年生（左の2人）と小学6年生（右の2人）を複式学級で担当したコマでは、一方に自習をさせながら他方で座学を行う
というやり方を基本としつつ、ときに両者がコミュニケーションをとる時間も設けた
❷担当した「書道」の特別授業では、漢字への興味を持ってもらうべく、漢字を自由にデザインするアクティビティも行った
❸図書室の「断捨離」をした後、羽石さんは図書室で好きな本を選んで読む時間を授業に取り入れた

　
羽
石
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、首
都
ア
ス
ン
シ

オ
ン
市
の
日
本
人
会
が
運
営
す
る
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日

本
語
学
校
。幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
が
、放
課
後
や
休
日
に
日
本
語
を
学
び
に
来
る

「
塾
」の
よ
う
な
教
育
機
関
だ
。当
時
同
市
で
は
、約

6
0
0
世
帯
の
日
系
人
が
暮
ら
し
、そ
の
う
ち
の
約

2
5
0
世
帯
が
日
本
人
会
に
所
属
。羽
石
さ
ん
の
配

属
先
に
通
う
の
は
そ
の
子
弟
た
ち
で
、
在
校
生
は

1
3
0
人
ほ
ど
だ
っ
た
。
教
員
は
15
人
。
羽
石
さ
ん

は
任
期
中
、以
下
の
ク
ラ
ス
の
日
本
語
授
業
を
担
当

し
た
。平
日
の
ク
ラ
ス
は
週
に
3
日
、1
日
3
コ
マ
ず

つ
授
業
が
あ
り
、土
曜
日
の
ク
ラ
ス
は
1
日
5
コ
マ

だ
っ
た
。

【
2
0
1
7
年
度
】

■
平
日　
小
学
2
年
生
の
ク
ラ
ス
（
2
人
）

■
土
曜
日　
中
学
1
年
生
の
ク
ラ
ス
（
8
人
）

【
2
0
1
8
年
度
】

■
平
日　

小
学
1
年
生
の
ク
ラ
ス
（
2
人
）と
6
年

生
の
ク
ラ
ス
（
2
人
）。両
ク
ラ
ス
の
授
業
を
同
じ
コ

マ
に
同
じ
教
室
で
行
う
「
複
式
学
級
」。

■
土
曜
日　
小
学
1
年
生
の
ク
ラ
ス
（
14
人
）

対
象
は
日
系
3
世
や
4
世

　
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
日
本
人
の
移
住
が
本
格
化
し
た

の
は
1
9
5
0
年
代
。
現
在
は
約
7
0
0
0
人
・

JICA海外協力隊の派遣国ごと
に、それぞれの代表的な職種・
分野の活動例を、任地の文化
や様子と共に紹介します。

パ グラ ア イ

さん
（︎日系社会青年ボランティア／
日系日本語学校教師・2017年度派遣）

■ PROFILE
1987年生まれ、栃木県出身。兵庫教育大
学で小学校の教員免許状を取得。兵庫県南
あわじ市立の小学校に教員として勤務した後、
2017年6月に日系社会青年ボランティアとし
てパラグアイに赴任（現職教員特別参加制
度）。19年3月に帰国し、復職。

■ 活動概要
アスンシオン日本人会が運営するアスンシオン
日本語学校（アスンシオン市）に配属され、
主に以下の活動に従事。
●日本語授業の実施
●図書室の運営支援

Field1
日系人支援

日
系
人
の
子
ど
も
た
ち
に

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た

日
本
語
教
育
を
実
施

パ
ラ
グ
ア
イ
の
首
都
で
暮
ら
す
日
系
人
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
日
本
語
教
育
に
取
り
組
ん
だ

羽
石
さ
ん
。
彼
ら
の
間
に
日
本
語
に
触
れ
る
機
会
に
差
が
あ
る
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本

語
力
に
応
じ
た
授
業
運
営
の
方
法
を
見
つ
け
出
し
て
い
っ
た
。

アスンシオン市はパラグアイの首都で、周辺の市と共に人口
約250万人の首都圏を形成する。16世紀にスペイン人によっ
て建設された古都であり、旧市街には植民地時代のコロニア
ル建築が多く残されている。

道端の薬草売り。薬
草はすりつぶし、テレ
レ（先住民のグアラ
ニー族の伝統的な飲
み物であるマテ茶を
冷水で淹れたもの）
に入れて飲む。

任地ひと口メモ

〈アスンシオン〉

＊日本語母語話者…日本語を母語（幼少期から自然に習得する言語）とし、実際に使う人。

※派遣名称と職種名は派遣当時のものです。
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村
上
さ
ん
の
任
期
終
盤
、継
続
的
に
参
加
し
て
き

た
患
者
を
対
象
に
、ク
ラ
ブ
に
よ
る
意
識
の
変
化
を

尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。す
る
と
、回
答
者

の
7
割
が
「
ク
ラ
ブ
に
は
意
義
が
あ
る
と
感
じ
る
」

と
回
答
し
、一
定
の
効
果
が
あ
る
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

新
た
な
ク
ラ
ブ
を
試
行

　
よ
り
広
い
範
囲
の
人
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
治

療
や
予
防
の
た
め
の
保
健
指
導
を
行
う
た
め
、村
上

さ
ん
は
任
期
の
半
ば
近
く
に
な
る
と
、新
た
な
「
ク

ラ
ブ
」の
立
ち
上
げ
を
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
1
つ
が
「
体
操
ク
ラ
ブ
」。診
療
日
の
待
合
室
で
診

察
を
待
っ
て
い
る
患
者
を
対
象
に
、週
3
回
、椅
子
に

座
っ
た
ま
ま
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
指
導
し

た
。体
を
動
か
す
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
だ
。

　
新
た
に
立
ち
上
げ
た
も
う
1
つ
の
ク
ラ
ブ
は
「
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」。週
2
回
、外
来
診
療
が
終
わ

教
材
を
使
用
。任
期
の
半
ば
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、ス
ラ
イ
ド
教
材
や

動
画
教
材
も
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、参
加

者
の
興
味
を
引
き
出
す
た
め
、体
操
や
ク
イ
ズ
、塩
・

砂
糖
・
野
菜
の
量
の
測
定
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

【
参
加
の
促
進
】　

当
初
の
参
加
者
は
30
人
程
度
。配

属
先
を
受
診
し
て
い
る
高
血
圧
と
糖
尿
病
の
患
者
は

も
っ
と
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、同
僚
と
対
策
を
話
し

合
っ
た
結
果
、「
次
の
ク
ラ
ブ
の
日
の
分
ま
で
し
か

薬
を
渡
さ
な
い
」と
い
う
対
策
案
が
医
師
か
ら
出
さ

れ
、実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
る
と
ま
も
な

く
、参
加
者
は
倍
以
上
に
増
加
し
た
。

【
年
間
計
画
の
導
入
】　
当
初
は
そ
の
都
度
講
習
の
内

容
を
決
め
て
い
た
が
、村
上
さ
ん
の
任
期
の
半
ば
過

ぎ
に
始
ま
っ
た
2
0
1
9
年
は
、各
回
に
ど
の
よ
う

な
内
容
の
講
習
を
行
う
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
「
年
間
計
画
表
」を
作
成
。
教
材
作
成
な
ど
事
前

の
準
備
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

べ
て
村
上
さ
ん
が
進
め
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、同
僚
た

ち
に
「
保
健
指
導
は
協
力
隊
員
が
や
っ
て
く
れ
る
も

の
」と
い
う
意
識
を
持
た
せ
て
し
ま
っ
た
。「
村
上
さ

ん
は
わ
か
り
や
す
い
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
る
の
が
上
手

だ
」と
評
判
に
な
っ
た
が
、そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
は

「
自
分
も
教
材
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
」と
申
し
出
て
く

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
自
分
の
子

ど
も
が
学
校
で
出
さ
れ
た
制
作
物
の
課
題
を
手
伝
っ

て
ほ
し
い
」な
ど
と
求
め
て
く
る
よ
う
な
有
様
だ
っ

た
の
だ
。

 

「
人
間
関
係
づ
く
り
の
た
め
な
ら
」と
考
え
、最
初
は

そ
う
し
た
依
頼
も
引
き
受
け
て
い
た
が
、同
僚
た
ち

に
一
向
に
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、村

上
さ
ん
は
方
針
を
転
換
。「
私
は
グ
ア
ラ
ニ
ー
語
の

力
が
足
り
な
い
の
で
、あ
な
た
た
ち
の
助
け
が
必
要
」

と
言
っ
て
彼
ら
に
助
力
を
求
め
て
み
た
。す
る
と
よ

う
や
く
、生
活
習
慣
病
ク
ラ
ブ
で
の
講
習
な
ど
は
彼

ら
が
「
自
分
事
」と
し
て
取
り
組
ん
で
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
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っ
た
直
後
に
20
～
30
分
、近
所
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

行
っ
た
。参
加
者
は
、生
活
習
慣
病
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
や
外
来
患
者
の
有
志
だ
。し
か
し
、参
加
者
の
確
保

が
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、村
上
さ

ん
は
同
僚
た
ち
に
対
策
を
相
談
。す
る
と
、「
こ
こ
の

人
た
ち
は
踊
る
こ
と
が
好
き
だ
」と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
た
め
、今
度
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
目
的

と
し
た
ダ
ン
ス
の
「
ズ
ン
バ
」を
踊
る
「
ダ
イ
エ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
」を
立
ち
上
げ
て
み
た
。す
る
と
、ダ
イ
エ

ッ
ト
に
意
欲
を
持
つ
数
人
が
継
続
し
て
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
、や
が
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
廃
止

し
て
活
動
日
を
週
5
回
に
増
加
。時
間
は
、外
来
診
療

や
巡
回
診
療
が
終
わ
っ
た
後
の
20
～
30
分
だ
。

　
こ
う
し
て
配
属
先
で
の
保
健
指
導
の
活
性
化
を
進

め
た
村
上
さ
ん
だ
が
、悩
み
の
種
だ
っ
た
の
は
、村
上

さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
活
性
化
し
た
保
健
指
導
を
、ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
自
身
の
帰
国
後
、同
僚
た
ち
に
継

続
し
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
点
だ
。当
初
、生
活
習
慣

病
ク
ラ
ブ
の
企
画
や
教
材
の
準
備
、実
施
な
ど
を
す

さん
（︎看護師・2017年度2次隊）

■ PROFILE
1990年生まれ、徳島県出身。大阪市立大
学医学部看護学科を卒業後、看護師として
淀川キリスト教病院に約4年間勤務。2017
年9月に青年海外協力隊員としてパラグアイ
に赴任。19年9月に帰国。現在は大阪市立
大学医学部看護学科に公衆衛生看護学の
特任助教として勤務。

■ 活動概要
ポトレロ・グアジャキ保健ポスト（カアグアス県）
の家族保健ユニットに配属され、主に以下の
活動に従事。
●高血圧や糖尿病の患者を対象とする保健
指導の実施
●妊婦教室の運営支援
●幼稚園や学校での保健指導の実施

Field2
保健・医療

　

村
上
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
人
口
約

3
0
0
0
人
の
農
村
地
域
を
管
轄
す
る
一
次
医
療
機

関
。医
師
1
人
、看
護
師
3
人
、歯
科
医
師
1
～
2
人

が
配
置
さ
れ
て
お
り
、週
に
3
日
は
外
来
診
療
を
、2

日
は
巡
回
診
療
や
地
域
で
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

た
。外
来
患
者
は
1
日
30
人
ほ
ど
だ
っ
た
。

課
題
は
「
生
活
習
慣
病
」

　
配
属
先
の
患
者
で
特
に
多
か
っ
た
疾
患
は
、高
血

圧
や
糖
尿
病
を
中
心
と
す
る
生
活
習
慣
病
だ
。主
な

要
因
と
見
ら
れ
た
の
は
、現
地
の
食
生
活
で
あ
る
。ス

ペ
イ
ン
の
支
配
を
受
け
た
歴
史
を
持
つ
同
国
の
食
事

は
、マ
ン
デ
ィ
オ
カ
（
キ
ャ
ッ
サ
バ
）や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
使
っ
た
先
住
民
の
グ
ア
ラ
ニ
ー
族
の
料
理
と
、

パ
ス
タ
や
ラ
イ
ス
、ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
（
小
麦
粉
に

チ
ー
ズ
や
卵
、塩
を
混
ぜ
て
揚
げ
た
も
の
）や
エ
ン
パ

ナ
ー
ダ
（
小
麦
粉
の
生
地
に
挽
肉
や
チ
ー
ズ
な
ど
を

詰
め
て
揚
げ
た
も
の
）な
ど
、ス
ペ
イ
ン
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
料
理
と
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
る
。一
般
的

な
の
は
以
下
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
、野
菜
が
少
な

く
、糖
質
や
脂
質
、塩
分
、タ
ン
パ
ク
質
が
多
め
だ
。

そ
う
し
た
栄
養
の
偏
り
が
、生
活
習
慣
病
の
多
さ
の

背
景
に
あ
る
と
見
ら
れ
た
。

【
朝
食
】　
チ
ー
パ
（
マ
ン
デ
ィ
オ
カ
粉
で
つ
く
る
チ

ー
ズ
入
り
の
パ
ン
）と
コ
シ
ー
ド
（
グ
ア
ラ
ニ
ー
族

の
伝
統
的
な
飲
み
物
で
あ
る
マ
テ
茶
に
砂
糖
と
ミ
ル

ク
を
加
え
た
も
の
）。

【
昼
食
】　
肉
入
り
の
ソ
ー
ス
を
か
け
た
パ
ス
タ
か
ラ

イ
ス
と
、ふ
か
し
た
マ
ン
デ
ィ
オ
カ
。

【
夕
食
】　

ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
、マ
リ
ネ
ラ
（
肉
入
り

の
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
）、エ
ン
パ
ナ
ー
ダ
な
ど
。

【
間
食
】　

各
食
事
の
間
に
、テ
レ
レ
（
冷
水
で
淹
れ

る
マ
テ
茶
）を
飲
み
な
が
ら
軽
食
を
と
る
。

【
そ
の
他
】　

週
末
に
は
、ご
ち
そ
う
と
し
て
ア
サ
ー

ド
（
焼
肉
）を
楽
し
む
。

　
配
属
先
で
は
以
前
か
ら
、高
血
圧
と
糖
尿
病
の
患

者
を
対
象
と
す
る
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
た
。「
生

活
習
慣
病
ク
ラ
ブ
」と
名
付
け
た
取
り
組
み
で
、月
に

1
回
、配
属
先
の
待
合
室
に
対
象
患
者
を
集
め
、栄
養

や
運
動
に
関
す
る
30
分
ほ
ど
の
講
習
を
行
う
も
の

だ
。し
か
し
、村
上
さ
ん
が
着
任
し
た
当
時
、参
加
者

の
数
は
少
な
く
、講
習
も
視
覚
教
材
な
ど
を
使
わ
ず
、

た
だ
話
を
す
る
だ
け
の
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
と
な
っ

て
い
た
。そ
こ
で
村
上
さ
ん
は
、着
任
し
て
3
、4
カ

月
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
、生
活
習
慣
病
ク
ラ
ブ
の
改
善

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
教
材
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
導
入
】　
脳
血
管
疾
患

な
ど
生
活
習
慣
病
に
よ
る
合
併
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

説
明
す
る
際
に
は
、体
内
の
絵
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー

配属先の待合室で行った生活習慣病クラブの運動指導の様子❶生活習慣病クラブの講習のために村上さんが作成したポスター教材。運動には血糖
値や血圧を下げる効果があることを図解している
❷村上さんのホストファミリーの昼食風景。肉入りのソースをかけたパスタや、ふかした
マンディオカが並ぶ。一日でもっともボリュームのある現地の典型的な昼食だ

生
活
習
慣
病
が
多
い
と
い
う

課
題
の
解
決
に
向
け
、

保
健
指
導
の
活
性
化
に
注
力

農
村
部
の
一
次
医
療
機
関
に
配
属
さ
れ
た
村
上
さ
ん
。

食
生
活
が
主
要
因
と
考
え
ら
れ
る「
生
活
習
慣
病
が
多
い
」
と
い
う
課
題
に
対
し
、

治
療
や
予
防
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。

任地ひと口メモ

〈ポトレロ・グアジャキ〉

パラグアイ南東部、首都アスンシオンからバスで4時間ほどの
距離にある町。赤土の道がどこまでも延びる農村地帯だ。

左：グアラニー族の伝統工芸であるニャンドゥティという刺繍
右：ニャンドゥティでつくったドレス

❶

❷



 

 

 

　私は河田の復職時から現在まで、校長という立場で

共に働いてきました。彼女の仕事ぶりを見ていて特に

強く感じるのは、学習が遅れている子への目配りです。

そうした子が勉強への意欲を回復する方法として、前

例のなかった「学び直しの時間」を研究主任として企

画してくれたのは、その表れの1つだと思います。ベナ

ンでは、物が十分にないなかで図工や体育の授業を

進めていく方法を見つけることに取り組んだと聞いて

います。学びに飢えている子どもたちに身を持ってかか

わり、彼らの可能性をなんとか引き出そうとしてきた経

験が、現在の仕事の基盤になっているのではないかと

推察します。

　彼女が教師として追い求めていることに間違いはあ

りません。今後もそれを貫き通し、その姿によって周囲

の先生たちに影響を与え続けていってくれればと期待

しています。

子どもの可能性を引き出す構え

■   COMPANY  PROFILE

京都市立開睛小中学校
創　　　立：2011年
在 校 生 数：約800人（全9学年、2020年8月現在）
所 在 地：京都府京都市
事 業 内 容：小中一貫型の小・中学校として開校し、
	 2018年度から義務教育学校に移行

京都市立開睛小中学校
学校長

さん

J I C A 海外
協力隊経験
をこう見る

V O I C E  
from the 
COMPANY

■   PROFILE
かわた・りえ
1979年生まれ、京都府出身。大学卒業後、
京都市立の小学校に教諭として11年間勤務。
2015年7月、青年海外協力隊員としてベナンに
赴任（現職参加）。17年3月に帰国し、京都市
立開睛小学校（18年度から開睛小中学校に移
行）の教諭として復職。小学2年生の学級担任
を経て、18年度から研究主任を専任で務める。

■   協力隊活動
ベナン幼児・初等教育省の地方出先機関であるグラン
ポポ視学官事務所（モノ県グランポポ市）に配属され、
同市の小学校を巡回して体育や図工の授業の質向上
支援に取り組む。任期中、現地で手に入る材料を使っ
た図工授業のアイデアをまとめた教員用指導書
『CHIEBUKURO』を他隊員と共に作成。写真は、
授業で制作した図工作品を手にする巡回先の学校の
児童たちと。

協
力
隊
時
代
に
現
地
教
員
か
ら
学
ん
だ

「
心
の
ゆ
と
り
」の
大
切
さ

京
都
市
の
公
立
小
学
校
教
諭
と
し
て
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
た
河
田
さ
ん
。

ベ
ナ
ン
の
教
員
た
ち
か
ら「
心
の
ゆ
と
り
の
大
切
さ
」
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
復
職
後
、

「
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」を
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

復職後に受け持った小学2年生の
クラスで図工授業を行う河田さん

＊義務教育学校…9年間にわたる義務教育課程を一貫して行う学校。学校教育法の改正で
2016年に新設された制度。「6・3制」以外の学年の区切りが可能になるなど、一貫教育のメリット
を生かすための柔軟な措置が可能となっている。

か
ら
も
学
び
直
し
の
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子

が
窺
え
る
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
意
義
の
高
さ
を
感
じ

て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

学
校
は
子
ど
も
に
と
っ
て
、
起
き
て
い
る
時
間
の
大

半
を
過
ご
す
場
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、子
ど
も
た
ち
に
は

「
し
つ
け
を
受
け
る
苦
痛
の
場
」
で
は
な
く
、「
自
分
の

良
さ
を
発
見
で
き
る
楽
し
い
場
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
の
が
、私
の
思
い
で
す
。そ
う
し
た
場
に
す
る
た
め

に
は
、先
生
た
ち
に
「
心
の
ゆ
と
り
」が
必
要
だ
と
い
う

の
が
、私
の
協
力
隊
で
の
学
び
で
す
。そ
れ
を
多
く
の
先

生
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
。私
は
今
後
、研
究
主
任
を
続

け
る
だ
け
で
な
く
、
管
理
職
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
年
代
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
立
場
に

立
っ
た
と
き
に
、
ベ
ナ
ン
の
先
生
に
言
わ
れ
た
「
そ
ん

な
こ
と
、気
に
す
る
必
要
は
あ
る
の
？
」と
い
っ
た
言
葉

を
先
生
た
ち
に
か
け
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
広
い
視

野
で
考
え
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
の
が
、
協
力

隊
に
参
加
し
た
私
の
役
目
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
引
き
出
す
方
法
」
を
じ
っ
く
り
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

−

「
学
び
直
し
の
時
間
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
ょ
う
か
。

　

算
数
と
数
学
に
つ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
習
熟
度
別
に

ク
ラ
ス
を
再
編
し
た
う
え
で
、
前
の
学
年
で
習
っ
た
内

容
で
復
習
し
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
も
の
を
各
ク
ラ
ス

の
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
授
業

を
補
講
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
実
施
の
頻
度
は
各
学

年
で
週
に
1
コ
マ
ず
つ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解
が
確

実
に
な
る
よ
う
、
ほ
か
の
学
年
の
先
生
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
近
い
形
で
の
指
導
と
な
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
学
習
し
た
こ
と
が
定
着
し
に

く
い
子
が
減
ら
な
い
」と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
に
「
勉
強
が
理
解
で
き
て
楽
し

い
」
と
感
じ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
と
い

う
課
題
意
識
が
、企
画
の
端
緒
で
す
。学
級
担
任
の
先
生

た
ち
か
ら
は
「
あ
の
子
は
こ
れ
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
」と
い
っ
た
報
告
を
も
ら
い
、子
ど
も
た
ち

る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。そ
ん
な
な
か
、ベ
ナ
ン
で
共
に

活
動
し
た
小
学
校
の
先
生
た
ち
の
お
お
ら
か
さ
に
接
し

た
こ
と
で
、「
そ
ん
な
に
し
つ
け
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。始
終
、音
楽
を
流
し
て
子
ど
も
た
ち

と
踊
る
な
ど
、
彼
ら
の
時
間
の
流
れ
に
は
ゆ
と
り
が
あ

り
ま
し
た
。「
も
っ
と
子
ど
も
の
し
つ
け
を
す
べ
き
だ
」

と
い
う
私
の
意
見
に
対
し
、「
そ
ん
な
こ
と
、気
に
す
る

必
要
は
あ
る
の
？　

い
ろ
い
ろ
な
子
が
い
る
の
に
」
と

言
わ
れ
、考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
う
し

た
経
験
か
ら
、帰
国
後
、細
か
な
し
つ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず

に
働
い
て
み
る
と
、
以
前
よ
り
広
い
視
野
で
ひ
と
り
ひ

と
り
の
子
ど
も
の
違
い
に
目
を
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可

能
性
を
引
き
出
す
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
じ
っ
く
り

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。−

「
心
の
ゆ
と
り
」
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形

で
仕
事
に
表
れ
て
き
ま
し
た
か
。

　

復
職
後
に
小
学
2
年
生
の
学
級
担
任
を
し
た
際
は
、

1
年
生
で
習
っ
た
は
ず
の
こ
と
が
理
解
で
き
て
い
な
い

子
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。そ
う
し
た
子
ど
も
に
対
し
、

「
こ
の
子
に
は
ど
う
い
う
言
葉
が
け
が
よ
り
合
っ
て
い

る
の
か
」に
つ
い
て
、以
前
よ
り
よ
く
考
え
、実
践
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。研
究
主
任
と
な
っ
て
か
ら
は
、校

内
で
前
例
の
な
か
っ
た
「
学
び
直
し
の
時
間
」
と
い
う

取
り
組
み
の
導
入
を
提
案
し
、実
現
で
き
た
の
で
す
が
、

こ
れ
を
発
案
で
き
た
の
も
、「
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

−

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
て
復
職
し
た
後
、
こ
れ
ま

で
に
担
当
し
て
き
た
業
務
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

派
遣
前
に
勤
務
し
て
い
た
の
と
は
違
う
京
都
市
立
開

睛
小
学
校
に
復
職
し
、
ま
ず
は
2
年
生
の
学
級
担
任
と

な
り
ま
し
た
。
同
校
は
2
0
1
1
年
に
同
市
立
開
睛
中

学
校
と
共
に
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ

た
の
で
す
が
、復
職
し
た
翌
年
度
の
18
年
度
に
は
、小
学

課
程
と
中
学
課
程
を
一
体
化
し
た
「
義＊

務
教
育
学
校
」

に
移
行
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
私
は
学
級
担
任
か

ら
外
れ
、小
学
課
程
に
あ
た
る
「
前
期
課
程
」の
研
究
主

任
と
な
り
、現
在
に
至
り
ま
す
。

−

研
究
主
任
の
役
割
と
は
？

　

学
校
全
体
の
教
育
の
質
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
を

担
当
す
る
ポ
ス
ト
で
す
。例
え
ば
、あ
る
先
生
が
行
う
授

業
を
ほ
か
の
先
生
た
ち
が
見
学
す
る
「
公
開
授
業
」
を

開
催
し
、
事
後
の
研
究
会
で
板
書
や
発
問
な
ど
授
業
の

手
法
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
な
ど
が
、
典

型
的
な
仕
事
で
す
。

−

協
力
隊
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
教
員
と
し
て
の
働

き
方
に
影
響
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

心
の
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
を
覚
え
、
穏
や
か
な
気
持

ち
で
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
日
本
の
小
学
校
は
分
刻
み
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
決
ま
っ
て
お
り
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
、先
生
も
常
に

時
間
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、私
も
派
遣
前
は

心
の
ゆ
と
り
が
持
て
ず
、
時
間
ど
お
り
に
動
か
な
い
子

な
ど
、
し
つ
け
が
難
し
い
子
ど
も
を
叱
っ
て
ば
か
り
い
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さん
（ベナン・小学校教育・2015年度1次隊）

京都市立開睛小中学校 教諭

協力隊後
の生き方

Education
case 1

〜 現 職 参 加 者 〜
勤務先に籍を残したままで協力隊に参加する「現
職参加」。本特集では、協力隊に現職参加した後、
派遣前の所属先に復職している方々に、協力隊経
験が自身の仕事の力や姿勢にどのように影響して
いるかを伺った。

特   集
特   集 協力隊後の生き方

〜 現 職 参 加 者 〜



 

 

 

　田山さんとは彼女の新人時代にも共に働いています

が、当時から、疑問に感じたことは勉強し、患者さんの

ために努力をしていたことを覚えています。

　今年の4月からまた共に働くようになったのですが、

協力隊に参加した影響ではないかと感じているのは、

以前のように誰よりも患者さんのことを考え、丁寧なケ

アを行うだけでなく、「リーダーシップ」も増したという

ことです。共に働く看護師たちに、自分が思ったことを

言葉にしてしっかり伝える一方、彼女たちの意見にも

耳を傾けながら、チームリーダーとして病棟を引っ張っ

てくれています。物資が不十分な途上国の病院で、な

んとか患者さんのために改善できることはないかと懸

命に考えた経験が、視野の広がりや行動力の高まりに

つながっているのではないかと推察します。

　今後も変わらず、患者さんも同僚も共に慮る看護師

であり続けてほしいと思います。

「リーダーシップ」が向上
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■   PROFILE
たやま・みゆき
1983年生まれ、青森県出身。大学卒業後、
看護師として独立行政法人国立病院機構仙台
医療センターに入職。集中治療室で8年間働い
た後、2015年7月に青年海外協力隊員としてモ
ンゴルに赴任（現職参加）。17年7月に帰国し、
復職。復職時から現在まで外科病棟に勤務。 さん

（モンゴル・看護師・2015年度1次隊）

独立行政法人国立病院機構
仙台医療センター 看護師

勤務する外科病棟にて

■   協力隊活動
2次医療機関であるドルノゴビ県総合病院に配属され、
床ずれや誤嚥による肺炎など、入院患者に生じやすい
合併症を防ぐ技術の指導、あるいは看護記録の運用
改善の支援などに取り組んだ。写真は、現地の看護
師を対象に開いた、入院患者の合併症を予防する技
術に関するセミナーの様子。患者の体位変換の方法
を指導している。

う
意
見
の
人
の
話
に
も
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
よ
う
と
い

う
意
識
も
強
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
モ
ン
ゴ
ル
の

看
護
師
た
ち
と
は
意
見
が
衝
突
す
る
こ
と
も
少
な
く
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
で
も
私
が
正
し
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。例
え
ば
、人
員
や
物
の
不
足
、文

化
や
考
え
方
な
ど
、
私
が
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
か
っ

た
事
情
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
あ
な
た
が
主
張
す
る
改
善

策
の
優
先
度
は
低
い
」
と
い
う
同
僚
の
意
見
が
正
し
い

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
一
緒
に
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
を
重
ね
た
こ

と
で
、「
異
な
る
意
見
に
は
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
る
」と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
、看
護
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

「
職
場
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
、

帰
国
し
て
3
年
経
っ
た
今
、興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、さ
ら
に
知
識
や
経
験
を
蓄
え
、い
ず
れ
は
管

理
職
の
立
場
に
立
ち
、
職
場
全
体
と
し
て
よ
り
良
い
看

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
仕
事
に

も
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
勤
務
す
る
外
科
病
棟
は
、
集
中
治
療
室
よ
り
お

話
が
で
き
る
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
、「
手
術
が
不
安

だ
」と
い
っ
た
悩
み
を
聞
く
な
ど
、彼
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
、
と
き
に
患
者
さ
ん
か
ら
「
ほ
か
の
看
護
師
さ

ん
と
何
か
違
う
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

派
遣
前
に
患
者
さ
ん
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
は
も
し
か
す
る
と
、「
患
者
の
立

場
に
立
っ
て
」と
い
う
姿
勢
が
派
遣
前
よ
り
強
ま
り
、知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
患
者
さ
ん
へ
の
接
し
方
に
表
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

−

看
護
師
は
「
チ
ー
ム
」
で
働
く
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
が
、
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
同
僚
た
ち
と
の
協
働
の

仕
方
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

看
護
師
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
考
え
を
持
っ
て
い

る
の
で
、年
齢
や
キ
ャ
リ
ア
に
関
係
な
く
、皆
が
対
等
な

立
場
で
意
見
を
発
信
し
合
え
る
よ
う
な
職
場
に
す
る
た

め
、ひ
と
役
買
お
う
と
心
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
自
分
の
信
念
に
気
づ
き
、
そ
れ

を
貫
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、
自
分
と
は
違

自
覚
で
き
た
こ
と
が
、一
番
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、単
純
な
こ
と
な
の
で
す
が
、「
患
者
の
立

場
に
立
っ
て
」と
い
う
姿
勢
で
す
。派
遣
前
は
、そ
れ
を

自
分
が
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考

え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
緒
に
働
く
日
本

の
看
護
師
た
ち
は
、
こ
う
し
た
姿
勢
が
当
た
り
前
だ
か

ら
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、モ
ン
ゴ
ル
で

は
「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
」
と
い
う
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
な
い
看
護
師
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同
国
で
は
日

本
と
違
っ
て
、
患
者
の
体
を
拭
い
た
り
す
る
「
日
常
生

活
援
助
」
は
看
護
師
の
役
目
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
患
者
の
体
位
を
変
え
て
床
ず
れ
を
防
ぐ

な
ど
、
入
院
患
者
の
合
併
症
を
防
ぐ
た
め
の
看
護
が
配

属
先
で
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
患
者
の
苦
し

み
を
考
え
れ
ば
や
っ
て
当
然
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
方

法
を
教
え
る
勉
強
会
な
ど
を
開
き
た
い
と
提
案
し
て
み

る
も
の
の
、当
初
は
「
こ
こ
で
は
そ
れ
は
必
要
な
い
」な

ど
と
言
わ
れ
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
う
し
た
態
度
を
取
ら
れ
る
た
び
に
、強
い
憤

り
を
感
じ
ま
し
た
。や
が
て
、自
分
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
強

い
憤
り
を
感
じ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
の
で
す
が
、
そ

れ
は
私
の
主
張
を
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
ら
で
は

な
く
、私
は
「
患
者
の
立
場
に
立
っ
て
」と
い
う
姿
勢
で

仕
事
を
し
た
い
と
心
底
思
っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
の

結
論
に
達
し
ま
し
た
。
そ
う
す
べ
き
だ
と
大
学
で
習
っ

た
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
そ
う
あ
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
。

−

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
て
復
職
し
た
後
、
こ
れ
ま

で
に
担
当
し
て
き
た
業
務
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
病
床
数
が
6
9
8
床
と
い
う
大
き
な
病
院

で
、
派
遣
前
は
集
中
治
療
室
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
す

が
、
復
職
時
か
ら
現
在
ま
で
は
外
科
病
棟
に
配
属
さ
れ

て
い
ま
す
。入
院
さ
れ
て
い
る
の
は
、が
ん
の
治
療
を
受

け
て
い
る
方
や
手
術
前
後
の
方
が
中
心
で
す
。

−

派
遣
前
と
は
異
な
る
病
棟
で
再
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、苦
労
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

異
文
化
社
会
で
の
協
力
隊
活
動
は
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
が
ん
ば
っ
て
任
期

を
ま
っ
と
う
し
た
こ
と
で
、「
自
信
が
付
い
た
」と
感
じ

て
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、復
職
す

る
と
す
ぐ
、
仕
事
の
忙
し
さ
で
協
力
隊
が
遠
い
昔
の
こ

と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。し
か
も
、慣
れ
な
い
病
棟
の
仕
事
で
手
際
良
く
働
け

な
い
日
が
続
い
た
た
め
、
協
力
隊
経
験
で
得
た
は
ず
の

自
信
も
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
自
尊
心
を
な
ん
と
か

回
復
で
き
た
の
は
、
J
I
C
A
東
北
や
職
場
か
ら
お
声

が
け
い
た
だ
き
、
看
護
学
生
や
高
校
生
に
協
力
隊
経
験

を
お
話
し
す
る
機
会
を
得
た
か
ら
で
す
。
そ
の
と
き
に

協
力
隊
時
代
の
経
験
を
思
い
起
こ
し
、「
2
年
間
、活
動

も
生
活
も
必
死
に
や
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
得
た
も
の
を

生
か
さ
な
け
れ
ば
」と
奮
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

−

ご
自
身
が
協
力
隊
経
験
で
得
た
も
の
は
何
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

自
分
が
看
護
師
と
し
て
何
を
大
切
に
し
た
い
の
か
を

協
力
隊
経
験
で
自
分
の
核
と
気
づ
い
た

「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
」と
い
う
姿
勢

病
院
の
看
護
師
と
し
て
の
籍
を
残
し
な
が
ら
、
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
た
田
山
さ
ん
。

異
文
化
社
会
で
の
活
動
を
通
し
て
、「
自
分
は
看
護
師
と
し
て
何
を
大
切
に
し
た
い
か
」
に
気
付
い
た
経
験
が
、

帰
国
後
の
仕
事
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

■   COMPANY  PROFILE

独立行政法人国立病院機構	
仙台医療センター
創　　　設：1937年
病 床 数：698床
所 在 地：宮城県仙台市
事 業 内 容：宮城県の基幹病院

独立行政法人国立病院機構
仙台医療センター
病棟看護師長

さん

J I C A 海外
協力隊経験
をこう見る

V O I C E  
from the 
COMPANY

特   集 協力隊後の生き方
〜 現 職 参 加 者 〜

Medical
case 2



 

 

 

	「営業」の仕事は、商品の良さを流暢に語れる人が向

いているように見えるかもしれませんが、実際は「話を

聞く力」のほうが重要です。相手の言葉に耳を傾け、

相手が言葉にしきれないニーズまで見極めたうえで、そ

れに合った商品やサービスを提案する。そうすることで

初めて相手の信頼を得ることができるからです。松田

の営業成績が優れているのは、「話を聞く力」があるこ

との証ですが、それが鍛えられたのは、協力隊の経験

を通じてではないでしょうか。文化や考え方が日本人

と異なる方 と々共に働くためには、相手を理解すること

が何より重要になるはずだからです。

　松田は「主任」としての仕事でも、「話を聞く力」を

発揮して若手社員との信頼関係を築き、積極的に彼ら

の面倒を見てくれています。いずれ管理職を務めるよう

になったときにも、やはり「話を聞く力」を武器に活躍

してくれるだろうと期待しています。

「話を聞く力」が仕事のベースに
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■   PROFILE
まつだ・こうすけ
1984年生まれ、千葉県出身。大学卒業後、
空調機器メーカーのダイキン工業（株）に入社。
営業職を7年間務めた後、2014年7月に青年海
外協力隊員としてタンザニアに赴任（現職参加）。
16年6月に帰国し、復職。18年10月、ダイキ
ン工業が全額出資する地域販売会社のダイキン
HVACソリューション北海道（株）に主任として出
向し、現在に至る。

さん
（タンザニア ・コミュニティ開発・2014年度1次隊）

ダイキンHVACソリューション北海道
株式会社 社員

ダイキンHVACソリューション北海道のショールームで

■   協力隊活動
マサシ県庁（ムトワラ州）の地方出先機関であるルクレ
ディ郡事務所に配属され、ヒラタケ栽培や養鶏による
住民の収入向上の支援に取り組んだ。左写真は、ヒ
ラタケの菌床（人工の培地）をつくる女性グループ。
右写真は、出荷できる状態になったヒラタケ。種菌を
植え付けた菌床をビニール袋に詰め、湿度が高くて暗
い部屋の中で育てる。

に
合
致
す
る
製
品
の
購
入
を
提
案
す
る
な
ど
し
て
、
新

た
な
取
引
が
叶
う
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
の
エ
ア
コ
ン
の
普
及
が
急
速
に
伸
び
て
い
る

と
い
う
「
変
化
」の
時
期
に
あ
っ
て
、「
ダ
イ
キ
ン
北
海

道
」と
し
て
重
要
な
の
は
、先
が
読
み
き
れ
な
い
な
か
で

果
敢
に
手
を
打
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
な
か

で
私
に
果
た
し
得
る
役
目
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
に
学
ん

だ
「
行
動
力
」を
発
揮
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
の
こ
栽
培
の
着
手
を
は
じ
め
、
彼
ら
に
は
「
後
先
を

考
え
過
ぎ
ず
、
果
敢
に
行
動
す
る
」
と
い
う
力
が
あ
っ

た
。私
は
協
力
隊
に
参
加
す
る
前
は
、「
こ
の
仕
事
を
提

案
し
て
も
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
上
司
に
怒
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
提
案
は
止
め
よ
う
」
と
逃
げ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。し
か
し
、協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
「
や

っ
て
み
て
だ
め
だ
っ
た
な
ら
、怒
ら
れ
れ
ば
良
い
」と
開

き
直
る
覚
悟
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

武
器
に
、「
前
例
」に
頼
ら
ず
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
北
海
道
で
の
販
売
拡
大
に
、
果
敢
に
挑
む
声
が
け
役

に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

が
優
れ
て
い
る
」「
競
合
他
社
よ
り
こ
れ
だ
け
お
安
く

ご
提
供
で
き
る
」
と
い
っ
た
営
業
ト
ー
ク
に
終
始
し
て

い
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

相
手
の
背
景
に
目
を
配
る
「
視
野
の
広
さ
」も
、協
力

隊
時
代
に
養
わ
れ
、
今
の
仕
事
に
生
き
て
い
る
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
協
力
隊
時
代
に
付
き
合
う
の
は
異

文
化
社
会
の
人
た
ち
で
す
か
ら
、
当
初
は
彼
ら
の
行
動

に
面
食
ら
う
。例
え
ば
、特
に
親
し
く
も
な
い
人
か
ら
よ

く
「
お
金
を
く
れ
」と
せ
が
ま
れ
た
の
で
す
が
、日
本
で

は
あ
り
得
な
い
行
動
で
あ
り
、
最
初
は
嫌
悪
感
ば
か
り

で
し
た
。や
が
て
、そ
う
言
っ
て
く
る
人
が
た
ま
た
ま
お

金
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
と
も
解
決
で
き
な
い
経
済
的
な
事
情
か
ら
そ
う
言
っ

て
く
る
の
か
、
私
は
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気

づ
く
。
そ
う
し
て
、「
お
金
を
く
れ
」
と
せ
が
む
人
の
背

景
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
に
尋
ね
る
な
ど

し
て
正
し
い
事
情
を
探
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
経
験
を
重
ね
た
こ
と
で
、今
の
仕
事
の
な
か
で
も
、

顧
客
の
先
に
い
る
「
ユ
ー
ザ
ー
」に
ま
で
目
を
配
り
、多

少
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
も
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ

の
卸
売
り
を
す
る
商
社
へ
の
ル
ー
ト
営
業
で
す
。
ユ
ー

ザ
ー
で
は
な
い
顧
客
へ
の
ル
ー
ト
営
業
で
あ
る
点
で
、

現
在
担
当
し
て
い
る
の
と
同
種
の
業
務
で
す
。

−

協
力
隊
に
参
加
す
る
前
と
同
種
の
業
務
に
携
わ
る

な
か
で
、
協
力
隊
の
経
験
に
よ
っ
て
ご
自
身
の
仕
事
の

力
に
成
長
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

私
は
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
、「
先
入
観
に
と
ら
わ

れ
て
は
い
け
な
い
」
と
自
戒
す
る
意
識
を
強
く
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。協
力
隊
活
動
の
1
つ
と
し
て
、任
地

の
市
場
で
売
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

「
き
の
こ
」
の
生
産
・
販
売
を
、
同
僚
の
ア
イ
デ
ア
で
農

村
部
の
女
性
グ
ル
ー
プ
に
勧
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
私
は
「
商
売
と
し
て
成
り
立
つ
わ
け
が
な
い
だ

ろ
う
」
と
い
う
先
入
観
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
実
際
は
大
変
な
売
り
上
げ
を
出
せ
る
ま
で
に
な
っ

た
。そ
う
し
た
経
験
に
よ
り
、「
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
と
、可
能
性
を
見
誤
る
」と
自
戒
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
帰
国
後
の
仕
事
に
も
生
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、も
っ
ぱ
ら
家
庭
用
エ
ア

コ
ン
の
小
売
り
を
し
て
い
る
会
社
に
対
し
、
業
務
用
エ

ア
コ
ン
の
販
売
に
も
手
を
広
げ
て
み
た
ら
ど
う
か
と

「
ダ
メ
元
」
で
提
案
し
て
み
た
と
こ
ろ
、「
実
は
そ
う
い

う
ニ
ー
ズ
の
あ
る
お
客
さ
ん
が
い
る
」
と
話
が
進
ん
だ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。協
力
隊
に
参
加
す
る
前
な
ら
、「
こ

の
顧
客
が
買
っ
て
く
れ
る
の
は
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
」
と

い
う
先
入
観
に
囚
わ
れ
て
、「
競
合
他
社
の
製
品
と
比

べ
る
と
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
は
こ
こ

−

ダ
イ
キ
ン
Hヒ
ー
バ
ッ
ク

V
A
C
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
北
海
道
株

式
会
社
（
以
下
、「
ダ
イ
キ
ン
北
海
道
」）
の
概
要
に
つ

い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

エ
ア
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
が

持
つ
地
域
販
売
会
社
の
1
つ
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
直

接
の
販
売
で
は
な
く
、建
設
会
社
や
設
備
会
社
、あ
る
い

は
そ
れ
ら
に
卸
売
を
す
る
商
社
へ
の
販
売
が
主
な
事
業

で
す
。
私
は
2
0
0
7
年
に
新
卒
で
ダ
イ
キ
ン
工
業
に

入
社
し
、
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
2
年
後
に
「
ダ
イ

キ
ン
北
海
道
」
に
出
向
と
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
は
従

来
、
エ
ア
コ
ン
の
普
及
率
が
全
国
平
均
の
わ
ず
か
3
分

の
1
程
度
だ
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
急
速

に
市
場
が
拡
大
し
始
め
て
お
り
、「
ダ
イ
キ
ン
北
海
道
」

は
そ
う
し
た
チ
ャ
ン
ス
に
ど
れ
だ
け
シ
ェ
ア
を
伸
ば
せ

る
か
、踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

−

現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
業
務
は
？

　

エ
ア
コ
ン
の
販
売
や
設
置
工
事
を
行
う
設
備
会
社
へ

の
ル
ー
ト
営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。ま
た
、一
般
社
員

と
管
理
職
の
中
間
に
あ
た
る
「
主
任
」
と
い
う
職
責
を

与
え
ら
れ
て
お
り
、
後
輩
社
員
た
ち
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

こ
と
も
業
務
の
1
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

−

協
力
隊
に
参
加
す
る
以
前
は
ど
の
よ
う
な
業
務
を

担
当
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

も
っ
と
も
長
く
配
属
さ
れ
て
い
た
の
は
、「
ダ
イ
キ

ン
北
海
道
」
と
同
じ
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
地
域
販
売
会
社

で
あ
る
ダ
イ
キ
ン
H
V
A
C
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東
京
の

営
業
部
門
で
す
。主
に
担
当
し
て
い
た
の
は
、エ
ア
コ
ン

協
力
隊
経
験
で
身
に
付
い
た
　

「
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
姿
勢
」

エ
ア
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
ダ
イ
キ
ン
工
業（
株
）に
籍
を
置
き
な
が
ら
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
た
松
田
さ
ん
。

異
文
化
社
会
の
人
々
と
付
き
合
う
な
か
で
身
に
付
い
た「
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
姿
勢
」
が
、

帰
国
後
の
仕
事
の
武
器
に
な
っ
て
い
る
と
語
る
。

■   COMPANY  PROFILE

ダイキンHVACソリューション北海道
株式会社
設　　　立：1985年
従 業 員 数：38人（2020年8月現在）
本社所在地：北海道札幌市
事 業 内 容：空調機器等の販売・設備工事など

ダイキンHVACソリューション
北海道株式会社
取締役社長

さん

J I C A 海外
協力隊経験
をこう見る

V O I C E  
from the 
COMPANY

Business
case 3

特   集 協力隊後の生き方
〜 現 職 参 加 者 〜

中
Nakamura Akinari

村明成さん



 

 

 

　永田は協力隊経験によって「積極性」が増したと感

じています。例えば、最新のIT技術などに関する情報

を仕入れては、社内で発信してくれることが多くなりま

した。さらに、インターネット上で日 リ々リースされる新

たなサービスについても、有効な活用方法を模索した

り、活用に挑戦したりする傾向が強まっています。

　弊社は、お客様のニーズを聞いてそれに合うサービ

スを提供するだけでなく、ITの技術を活用して社会の

問題を解決していきたいと考えています。社会の問題

を解決するためには、ITの専門性だけあっても足りず、

「農業」や「教育」などほかの専門性と組み合わさるこ

とが必要です。その点、永田はJICA専門家として「国

際協力」に関する専門性を深めている最中ですので、

それとITの専門性とを組み合わせながら、まだ解決さ

れていない世界の諸問題をITの力で解決していってく

れることだろうと期待しています。

「積極性」の向上が顕著
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■   PROFILE
ながた・あきら
1979年生まれ、広島県出身。大学院修了後、
システム開発会社にシステムエンジニア（SE）と
して6年間勤務。2013年、SEとして（株）
TOKYOに入社。15年6月に青年海外協力隊員
としてラオスに赴任（現職参加）。17年6月に帰
国し、復職。現在は、IT等の専門家としてJICA
の技術協力プロジェクト「貧困削減に資するUXO	
Laoの実施能力強化プロジェクト」に参画中。

さん
（ラオス・コンピュータ技術・2015年度1次隊）

株式会社TOKYO 社員

JICAの技術協力プロジェクトの専門家として、現地のスタッフと打ち合わせをする永田さん（右端）

■   協力隊活動
首都ビエンチャン市にあるラオス国立大学の工学部IT
学科に配属され、プログラミングの授業などを担当。
写真は、同僚教員と共に開催した「アイデアソン」に
参加した配属先の学生たち。アイデアソンは、グルー
プによるディスカッションでアイデアの創出や改善の質
を競うイベントで、永田さんたちは「位置情報アプリの
活用方法」をテーマにしたものを開催した。

ン
ス
キ
ル
の
レ
ベ
ル
な
ど
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。そ
う
し
た
経
験
に
よ
り
、現
地
の
人
た
ち
が
ど
の

よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
想
像

し
、
彼
ら
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
国
際
協
力
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
姿
勢
が
あ
っ
て
初
め
て
、
本
当
に
現
地
の
方
々

の
た
め
に
な
る
方
向
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
持
っ
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

−

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
社
は
、社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
仕
事
を
見
つ
け
、

そ
れ
を
自
ら
担
当
す
る
と
い
う
、
言
わ
ば
「
個
人
事
業

主
」
の
よ
う
な
形
で
働
く
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
私
が
携
わ
っ
て
い
る
ラ
オ
ス
の
案
件

も
、自
分
で
ポ
ス
ト
の
公
募
を
見
つ
け
、当
社
に
籍
を
置

き
な
が
ら
の
従
事
を
社
長
に
認
め
て
も
ら
っ
た
も
の
で

す
。そ
う
し
た
な
か
、先
ほ
ど
お
話
し
し
た
「
果
敢
に
挑

戦
す
る
」と
い
う
協
力
隊
で
の
学
び
は
、私
に
と
っ
て
と

て
も
大
き
な
財
産
な
の
で
、今
後
、で
き
れ
ば
日
本
の
子

ど
も
た
ち
に
そ
れ
を
伝
え
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

社
内
で
提
案
し
、実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
「
果
敢
に
挑
戦
す
る
」と
い
う
姿
勢
は
、協

力
隊
時
代
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
だ
っ
た
同
僚
教
員
に

学
ん
だ
も
の
で
す
。
例
え
ば
彼
は
、
自
力
で
知
識
を
集

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
な

ど
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
学
生
の
テ
ス
ト
を
行

う
こ
と
を
試
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。結
局
、配
属
先

の
大
学
の
ネ
ッ
ト
環
境
の
不
具
合
で
テ
ス
ト
は
中
断
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
は
そ
れ
で
落
ち
込

む
こ
と
な
く
、次
の
手
を
考
え
始
め
た
。そ
う
い
う
た
く

ま
し
さ
は
、「
人
間
と
し
て
学
び
た
い
」と
心
底
思
え
る

も
の
で
し
た
。

−

現
在
、
J
I
C
A
専
門
家
と
し
て
国
際
協
力
に
携

わ
れ
て
い
る
な
か
で
は
、
協
力
隊
経
験
が
ど
の
よ
う
に

糧
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　

協
力
隊
時
代
に
私
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
生
活

の
た
め
に
副
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
際
協
力
事
業
の
受
け
入
れ
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
が
降
っ
て
く
る
た
め
、
時
間
の
や
り
く
り
が
難
し
い

と
い
っ
た
悩
み
を
打
ち
明
け
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、彼

ら
と
共
に
活
動
す
る
な
か
で
、
現
地
の
方
々
の
パ
ソ
コ

等
の
専
門
家
と
し
て
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

−

協
力
隊
に
参
加
し
た
後
、
そ
れ
以
前
に
も
携
わ
っ

て
い
た
国
内
の
企
業
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
担
当
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
協
力
隊
の
経
験
に
よ
っ
て
仕
事
の

や
り
方
に
変
化
な
ど
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

国
内
の
企
業
を
相
手
に
す
る
場
合
、
当
初
提
出
し
た

計
画
や
納
期
を
後
に
変
更
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
不
具

合
が
起
き
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
は

難
し
い
。そ
の
た
め
、お
客
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
と
思

わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
開
発
が
滞
っ
た
り
不
具
合
が
起
き

た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
新
し
い
技
術
を
、
リ
ス
ク
を

覚
悟
で
試
す
こ
と
は
ど
う
し
て
も
躊
躇
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。私
も
協
力
隊
に
参
加
す
る
前
は
、「
と
に
か
く

安
全
な
こ
と
に
し
か
手
を
出
さ
な
い
」
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
、協
力
隊
を
経
験

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
客
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
と

思
わ
れ
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ

で
収
拾
を
付
け
ら
れ
る
見
込
み
な
ら
ば
、
果
敢
に
提
案

し
て
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。例
え
ば
、シ
ス
テ
ム
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
通
常
、「
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」と
い

う
既
製
の
部
品
を
使
う
の
で
す
が
、
リ
ス
ク
が
解
明
し

尽
く
さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
、
う
ま
く
い
け
ば
お
客
様
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
試
し
に
使
い
、様
子
を

見
て
外
す
か
ど
う
か
を
決
め
ま
せ
ん
か
」
と
提
案
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。す
る
と
、お
客
様
に
は
予
想
以
上
に

意
図
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

−

株
式
会
社
T
O
K
Y
O
の
概
要
に
つ
い
て
お
教
え

く
だ
さ
い
。

　

主
に
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
会
社
で
、
社
員
6
人
は
み
な
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
す
。
国
内
の
企
業
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
だ
け
で
な
く
、
J
I
C
A
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
社
員
が
専
門
家
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
海
外
を

対
象
と
し
た
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
当
社
に
籍

を
置
い
て
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
ま
し
た
が
、
社
長
を

含
む
ほ
か
の
5
人
の
社
員
は
い
ず
れ
も
当
社
で
働
き
始

め
る
前
に
協
力
隊
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

I
T
の
技
術
を
使
っ
て
途
上
国
の
た
め
に
な
る
仕
事
を

し
よ
う
、
そ
の
た
め
に
も
国
内
の
仕
事
も
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
、
そ
こ
で
技
術
力
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う

意
識
が
、社
内
で
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

−

永
田
さ
ん
が
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
後
に
携
わ

っ
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
業
務
で
し
ょ
う
か
。

　

帰
国
直
後
は
、
国
内
の
企
業
を
相
手
に
し
た
情
報
処

理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
主
な
担
当
業
務
で
し
た
。
具
体

的
に
は
、
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
に
期
待
す
る
役
割
を
お

客
様
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
明
確
に
す
る
こ
と
、
そ
の
情

報
を
も
と
に
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
こ
と

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。昨
年
の
3
月
か
ら
は
、ラ
オ

ス
で
始
ま
っ
た
J
I
C
A
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ

り
い
ま
だ
に
残
る
不
発
弾
を
除
去
す
る
政
府
機
関
の
能

力
強
化
を
目
標
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
私
は
I
T

協
力
隊
時
代
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に

学
ん
だ「
挑
戦
す
る
姿
勢
」

国
内
外
で
I
T
に
関
す
る
事
業
を
行
う（
株
）T
O
K
Y
O
に
籍
を
置
き
な
が
ら
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
た
永
田
さ
ん
。

協
力
隊
時
代
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
働
き
方
を
見
て
学
ん
だ「
果
敢
に
挑
戦
す
る
姿
勢
」
を
、

復
職
後
、
自
身
の
仕
事
の
基
本
姿
勢
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■   COMPANY  PROFILE

株式会社TOKYO
設　　　立：2007年
従 業 員 数：6人（2020年8月現在）
本社所在地：東京都中央区
事 業 内 容：情報処理システムの開発やコンサルティン

グ、技術協力（海外）など

株式会社 TOKYO
取締役社長

さん

J I C A 海外
協力隊経験
をこう見る

V O I C E  
from the 
COMPANY

Business
case 4

特   集 協力隊後の生き方
〜 現 職 参 加 者 〜
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協力隊経験者たちに、「未来の協力隊員たち」に向けた
活動報告を行っていただきます。

■  PROFILE
1991年生まれ、埼玉県出身。埼玉大学教養学部卒。イン
ターネット広告の営業に4年間携わった後、2018年1月に青
年海外協力隊員としてエチオピアに赴任。20年1月に帰国。

話＝ さん
          （エチオピア・コミュニティ開発・2017年度3次隊）

活動環境活動内容

配属先
の

基礎情報

名称 アレタウォンド郡 水・鉱物・エネルギー事務所
（南部諸民族州水資源局の地方出先機関）

所在地 南部諸民族州シダマ県

管轄地域 アレタウォンド郡（人口約20万人）

職員数 約20人（所属した水部門は7人で、うち2人が給水ポンプの技術者）

所属した水部門の所管事業 灌漑用水や村落部の給水に関する事業

「安全な水へ
のアクセス」
の状況

エチオピアにおける
給水事業

エチオピア政府は、村落部の安全な水へのアクセスの改善を目的に、
住民が自己負担で給水施設を設置・維持管理する「セルフサプライ」
の拡大を進めており、南部諸民族州では水資源局がその所管部局と
なっていた。

ロープポンプとは？

ロープ、ピストン、ハンドルなどでつくる簡素で安価な浅井戸用の揚水
装置。エチオピアでは、「セルフサプライ」の1つの方策としてその普
及が進められていた。井戸の上部を塞ぐため、釣瓶で水を汲み上げる
浅井戸と異なり、異物による井戸水の汚染を防ぐことができる。

　 ロープポンプを設置するため
に、既存の浅井戸にコンクリート
の覆いをつくる様子
　 ロープポンプを設置した住民
にロープポンプの使い方を説明
する原さん（左端）

　 エチオピアで普及が進めら
れているタイプのロープポンプ
　 アレタウォンド郡では、衛生
面での保護をされていない湧
水を飲料水に使っている世帯
がまだ多かった
　 同郡では、写真のような悪
路を行かなければ水場に辿り
着けないエリアも多い

　私に求められていた活動は、配属先の所管事業となって
いた「ロープポンプの普及と維持管理支援」などをフォロ
ーすることでした。ロープポンプに関して配属先が担うこと
になっていたのは、具体的には主に次のような役目です。
❶ロープポンプの新設を促すプロモーションを行う。
❷設置を望む住民がいたら、民間の製造業者を手配する。
普及促進のための特別措置として、配属先が部品の無償提
供や、製造業者に払う料金の補助を行う。
❸修理を望む住民がいたら、配属先の技術者が赴いて修
理をする。ここでも普及促進のための特別措置として、必
要な部品は配属先の提供、作業代は無料となっていた。
　私の着任当時、❶〜❸のいずれもが活発には行われてい
ませんでした。しかも、そもそも管轄地域にどれくらいロー
プポンプのニーズがあるのかについて、配属先にはまとまっ
たデータがありませんでした。そこで私は、管轄地域の村々
を回り、次のような質問で給水状況の聞き取り調査を行い
ました。対象としたのは、約100人の住民です。

■「飲料水」をどのようなタイプの水場（湧水、井戸、水道
など）から得ているか。
■水汲みの頻度、量、料金（水場の使用が有料の場合）。
■ポンプが付いていない浅井戸が家にあるか。
■いくらならロープポンプを買うか。
　この調査により、井戸や水道の水より安全性が低い湧水
を飲料水に使っていると答えた人が5割に上るなど、郡内
にロープポンプを普及させる必要性が確認できたほか、安
全な水へのアクセスが特に悪く、ロープポンプを普及させ
る必要性が高いエリアがどこなのかも判明しました。そう
した調査結果を配属先に示し、その了承を得ながらエリア
を絞ったプロモーションに力を入れたところ、任期中に30
台のロープポンプを新設することが叶いました。
　ロープポンプを新設した住民にその後、話を聞くと、「多
少時間がかかっても、飲料水はやはり水道まで汲みに行っ
ている」という人も多く、安全性についての理解を広めるこ
とが、ロープポンプ普及の課題なのだと感じました。

私の引継書
〜未来の協力隊員へ〜

23 1

1

2

2

1

1

2

2

未来の
協力隊員へ

　私の経験から協力隊員にとっての教訓だと感じていることの1つは、活動でかかわる人の自尊心を
傷つけるような衝突は、できる限り避けたほうが良いということです。私は、ロープポンプのメンテナ
ンスを担当していた配属先の技術者とそのような衝突をしてしまい、以後、共に活動することが難し
くなるという経験をしました。彼は配属先にストックしてあるロープポンプの部品を管理する立場に
あったのですが、おそらく管理がずさんなのだろうと見た私は、在庫を確認させてほしいと依頼しま
した。かたくなに断るため、何か不正があるのだろうと思ってきつい言い方で責め寄ったところ、関係
が悪化。その後、修復を試みたものの、共にメンテナンスに赴くことなどは難しくなってしまいました。
　協力隊員にとっての教訓だと感じているもう1つのことは、「広い視野で協力者を探すことが重要」
ということです。私は配属先の技術者との協働が難しくなったとき、一時は途方に暮れたのですが、
やがて、配属先外の人や、ロープポンプにはかかわりのない配属先の同僚のなかに助っ人を見つける
ことができました。例えば、私の着任後に新卒で配属先にやってきた女性がその1人です。「私はまだ
仕事がないから、一緒に何かやらせてほしい」と言う彼女に、給水状況に関する聞き取り調査や、学
校を回って行った水衛生に関する啓発活動などに協力してもらうことができました。



　
　

良
い
と
思
っ
て
始
め
た
活
動
が
、

現
地
職
員
の
仕
事
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た

 

文
＝

さ
ん（
タ
イ
・
青
少
年
活
動
・
2
0
1
7
年
度
2
次
隊
）
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赴
任
か
ら
半
年
が
経
っ
た
頃
、
配
属
先
の
料

理
担
当
職
員
で
あ
る
N
さ
ん
と
衝
突
し
て
し

ま
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、
N
さ
ん
の
仕
事
で
あ

る
入
所
者
の
食
事
準
備
を
、
ほ
と
ん
ど
私
が
担

当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
私
が
料
理
を

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
興
味
本
意
か
ら
か
、
入

所
者
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
互

い
の
国
の
料
理
を
つ
く
っ
て
一
緒
に
食
べ
る
な

ど
、
入
所
者
と
の
信
頼
関
係
も
深
ま
っ
て
い
っ

た
。
当
初
は
N
さ
ん
も
、「
ケ
ン
（
私
の
呼
称
）

が
来
て
か
ら
楽
に
な
っ
た
」
と
上
機
嫌
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
次
第
に
入
所
者
は
N
さ
ん
の
料
理

を
食
べ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
私
は
他
の
活
動

も
あ
り
、
毎
日
は
食
事
準
備
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
セ
ン
タ
ー
長
が
入
所
者
に
、「
な
ぜ

N
が
つ
く
っ
た
食
事
を
食
べ
な
い
の
か
」
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
返
答
は
「
あ
い
つ
の
飯
は
ま
ず

い
！
」
の
一
言
。
実
際
に
は
食
事
以
外
の
不
満
も

あ
っ
て
の
返
答
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、普
段
入
所

者
と
接
す
る
機
会
が
な
い
セ
ン
タ
ー
長
は
、
N

さ
ん
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
、N
さ
ん
に
き
つ

く
当
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
下
関
係
が
非
常

に
厳
し
い
タ
イ
社
会
に
お
い
て
、こ
の
圧
力
は
N

さ
ん
を
精
神
的
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
あ
る
日
N
さ
ん
か
ら
唐
突
に
「
ケ

ン
は
も
う
料
理
に
は
か
か
わ
ら
な
い
で
」
と
言

　限られた期間の活動では勇み足になり、かえって配属先に
混乱や衝突を生んでしまうことは良くあることだと思います。
私も似たような経験がありました。2年間を振り返ってみる
と、ゆっくりと関係づくりに時間をかけるのも大切な活動の
ひとつだと感じました。そのため、何か新しい行動を起こす
前には現場の状況をよく観察・分析し、自分がやるべきこと
を焦らずじっくり考え、その間に積極的に同僚との関係づく
りの時間を取っていれば、衝突を生む可能性は低くなるので
はないかと思います。

　現地の職員を見て「私の方がうまくできる」「私の方が子ど
もたちと関係を築けている」と思ってしまうことは、誰にでもあ
るのではないでしょうか。私にも失敗があります。私はそんなと
き、「自分は2年でいなくなる存在だ」と自分に言い聞かせる
ようにしました。将来子どもが困ったときに頼りにするのは、
海外にいる自分ではなく、現地の職員や地域の人です。大切な
のは何をするかではなく何を残せるか、そう考えると隊員は黒
子として現地職員と子どもが良い関係性を築くためのサポー
トに徹するのもひとつの活動方法かもしれません。

文＝協力隊経験者
● アジア・青少年活動・2016年度派遣
● 取り組んだ活動
子ども文化センターにて青少年向けの活動の提供として日本語や日本
文化紹介のクラス、英語クラス、対外活動のコーディネーションなどを行
った。また、施設運営の改善補助なども担当した。

関係づくりに時間をかけることも活動のひとつ自分は2年でいなくなる存在

文＝協力隊経験者
● 中南米・青少年活動・2016年度派遣
● 取り組んだ活動
被虐待や非行などの経験を持つ10代少女のための自立支援施設にて、
学習や課外活動の支援を行った。

任期終盤に配属先で人身取引被害者支援対策の分科会を行い、その中のイベントの1つとして入所者対象の腕相撲
大会を開催。レフェリーをしているのが玉田さん

わ
れ
た
。
私
は
す
ん
な
り
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ず
、「
か
か
わ
ら
な
い
こ
と
は
約
束
す
る

が
、
入
所
者
の
健
康
の
こ
と
を
考
え
て
料
理
を

し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
N
さ
ん
も

反
発
し
、
収
拾
が
つ
か
な
い
状
態
に
な
っ
た
。

そ
こ
へ
、
仲
介
に
入
っ
て
く
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
（
以
下
、C
P
）
が
こ
う
言
っ
た
。

 

「
ケ
ン
の
考
え
や
活
動
は
す
ご
く
良
い
。
で
も
、

そ
れ
に
よ
っ
て
職
員
が
困
る
な
ら
、
そ
れ
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

　
そ
の
通
り
だ
っ
た
。
も
と
も
と
私
が
入
所
者

の
料
理
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
栄
養

面
も
味
も
考
え
て
い
な
い
N
さ
ん
の
料
理
が
私

に
は
あ
ま
り
に
も
投
げ
や
り
に
見
え
、
入
所
者

の
た
め
に
改
善
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
当
初
う
ま
く
い
っ
た
か
に
思

え
た
活
動
が
、
結
果
と
し
て
N
さ
ん
の
仕
事
を

奪
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
C
P
の
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
私
は
素
直
に

謝
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
N
さ
ん
が
食
材
を
準
備
し
て
、
料
理
は
入

所
者
が
つ
く
り
、
私
が
料
理
の
助
言
を
す
る
と

い
う
こ
と
に
落
ち
着
い
た
。
た
と
え
歓
迎
さ
れ

て
も
、
自
分
が
や
っ
た
方
が
う
ま
く
で
き
て
も
、

現
地
の
人
の
仕
事
を
奪
っ
て
は
い
け
な
い
。
私

は
こ
の
と
き
、そ
れ
を
身
を
も
っ
て
学
ん
だ
。

■  PROFILE
1989年生まれ、兵庫県出身。大学卒業後、
警察官として勤務する中で、家庭環境に恵
まれないがゆえに、非行に染まる少年の境
遇に胸を打たれる。約3年間勤務したのち
に退職し、フィリピンへの語学留学などを
経て、2017年9月、青年海外協力隊員とし
てタイに赴任。19年9月に帰国し、現在は、
JICA二本松訓練所に勤務。

■  活動概要
男性人身取引被害者のシェルターに配属
され、主に以下の活動を行う。
●被害者のストレス緩和を目的とし、ボクシ
ング、アートセラピー、料理、魚釣りなど、特
技を生かした幅広いアクティビティ
●被害者の出所後の就職支援を目的とし
た英会話指導　など

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃184

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
全ては人間関係だと思います。Nさんとは、まだ人間関係を構
築できていない時期に活動を始めたので、その後はNさんが
主導の活動となるよう、積極的にコミュニケーションをとるべ
きでした。逆にCPとは、この時点ですでにお互い踏み込んで
話せるくらいの人間関係ができていたと思います。赴任当日か
ら毎晩の食事の誘いは体力的にきつかったですが、まずは人
間関係からと考え、断りませんでした。共有した時間の長さと
いうのは、かけがえのないものだと思います。その信頼関係が
あったからこそ、彼は私にはっきりと意見を言うことができ、私
もそれを受け入れることができました。CPはその後も、良き
友人として、良き兄貴分として、良きアドバイザーとして2年間、
私を支えてくれました。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の強み（S）】
CPとは信頼関係が構築で
きている。料理が得意。

【隊員の弱み（W）】
活動初期で言語があまりで
きず、料理担当職員と信頼
関係が構築できていない。

外部
【環境の良い面（O）】
入所者はよりよい食事を
つくることに積極的。

【環境の悪い面（T）】
料理担当職員は仕事への
熱意があまりない。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

入所者に、おいしく健
康的な食事を提供す
る。

実際の結果

職員の仕事を奪う結
果となり、職員と衝突
してしまう。

活動
開始

料理担当職員がつくる
料理の栄養面などに問
題があると感じ（T）、人
間関係が構築できてい
ないなかで（W）活動を
進める。



Q 

ど
う
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

　

で
き
る
だ
け
現
地
の
人
た
ち
の
考
え
方

を
尊
重
し
、
彼
ら
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
そ

の
中
で
改
善
で
き
る
部
分
を
見
つ
け
、
練
習

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
例
え
ば
現
地

の
子
ど
も
は
相
手
が
先
生
で
あ
ろ
う
が
ひ

る
ま
ず
反
論
し
、
疑
問
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
質

問
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
叱
る
の
で
は
な

く
、
共
に
考
え
解
決
策
を
見
つ
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
行
動
の
積
み
重

ね
で
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
連
盟
の
会
長
と
は
密
に

連
絡
を
取
り
、
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ

と
で
会
長
の
求
め
る
も
の
を
理
解
し
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
き
ま
し
た
。

Q 

派
遣
予
定
の
同
職
種
の
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は
道
具
が
そ
ろ
っ
て
い
な

い
と
な
か
な
か
試
合
が
で
き
ず
、
ま
た
細
か

な
技
術
指
導
が
し
づ
ら
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

湿
度
の
高
い
国
で
は
す
ぐ
に
道
具
が
錆
び

て
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、

道
具
が
容
易
に
手
に
入
ら
な
い
国
で
は
、
道

具
を
大
切
に
扱
う
こ
と
や
正
し
い
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
方
法
な
ど
を
教
え
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
基
本
的
に
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
現
地

の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、

相
手
の
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
ご
自
身
の

知
識
を
熱
い
想
い
で
伝
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
想
い
は
必
ず
届
き
ま
す
！

Q 
ど
う
解
決
し
ま
し
た
か
？

　

各
校
の
校
長
に
、
身
体
測
定
と
そ
の
後
の

保
健
指
導
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
発
育
発
達

の
状
態
や
病
気
の
早
期
発
見
、
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
、
資
料
を
用
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
理
解
を
得
ら
れ
た
こ
と
で

校
長
か
ら
教
諭
へ
と
実
施
の
伝
達
が
う
ま
く

い
き
、
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
な
か
に
は
疑
問
を
も
つ
教
諭
も

い
た
の
で
、
そ
の
と
き
は
そ
の
疑
問
が
解
決

す
る
ま
で
話
し
合
っ
て
か
ら
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
身
体
測
定
後
、
児
童
生
徒
に
測
定
結

果
を
返
却
し
た
だ
け
で
な
く
、
校
長
と
学
校

保
健
担
当
教
諭
に
分
析
結
果
を
説
明
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
活
動
に
対
し
て
さ
ら
に
興

味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保＊
２

健
室
経
営
や
保
健
指
導
な
ど
今
ま
で

の
学
校
保
健
に
関
す
る
経
験
を
存
分
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
職
種
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、日
本
と
同
様
の
活
動
は
難
し
い
の
で
、

今
ま
で
の
経
験
を
軸
に
派
遣
国
に
合
わ
せ
活

動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

早
く
メ
イ
ン
の
活
動
を
始
め
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
少
し
抑
え
、
は
じ
め
の
1
、
2
カ
月

は
配
属
先
の
学
校
や
児
童
・
生
徒
の
様
子
を

観
察
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
現
地
の
人
と
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
活
動
に
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

主
に
技
術
指
導
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

技
術
向
上
に
関
し
て
は
週
2
回
し
か
な
か

っ
た
練
習
を
週
4
回
に
増
や
し
、1
対
1
の

技
術
指
導
の
機
会
を
多
く
設
け
実
戦
に
よ

り
近
い
練
習
を
実
施
。
私
の
任
期
終
了
後

も
引
き
続
き
練
習
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、選

手
自
身
が
考
え
て
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く

り
、選
手
だ
け
で
練
習
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
も
行
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
の
指
導

を
始
め
て
半
年
後
、国
内
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ

を
決
め
る
試
合
で
、指
導
を
し
て
い
た
選
手

が
ラ
ン
キ
ン
グ
4
位
以
内
に
入
り
、国
際
大

会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
2
年

目
も
技
術
指
導
を
淡
々
と
続
け
、そ
の
成
果

が
2
0
1
8
年
8
月
の
中＊

米
大
会
に
現
れ
、

男
子
フ
ル
ー
レ
12
歳
以
下
の
部
で
3
位
入

賞
、女
子
フ
ル
ー
レ
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
3
位

入
賞
、女
子
フ
ル
ー
レ
団
体
で
2
位
に
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

赴
任
当
初
、
配
属
先
が
私
に
求
め
る
活
動

は
こ
れ
と
言
っ
て
な
く
、
ま
た
コ
ス
タ
リ
カ

に
い
る
選
手
や
コ
ー
チ
な
ど
情
報
が
何
も

な
い
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
自
分
自
身
で

選
手
を
探
し
協
力
者
を
見
つ
け
る
と
こ
ろ

か
ら
、
私
の
活
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初

は
ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
状
態
で
ひ
た
す
ら
で

き
る
こ
と
を
探
し
て
は
挑
戦
す
る
毎
日
で

し
た
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
選
手
と

良
い
信
頼
関
係
を
築
け
る
か
と
い
う
こ
と

を
思
案
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

ガ
ー
ナ
で
は
、
日
本
で
毎
年
一
度
行
わ
れ

て
い
る
児
童
生
徒
の
健
康
診
断
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
（
高
校
を
除
く
）、
児
童
生

徒
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以

下
、
C
P
）
と
配
属
先
の
管
轄
内
に
あ
る
ベ＊

１

ー
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
5
校
を
巡
回
し
な
が
ら

身
体
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
児

童
生
徒
や
学
校
保
健
担
当
教
諭
に
保
健
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
1
校
あ
た
り
約
7
0
0

人
の
児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
た
め
、
約

３
カ
月
を
か
け
て
身
体
測
定
を
実
施
。
そ
の

後
、
測
定
結
果
を
分
析
し
、
約
2
カ
月
を
か

け
て
実
施
校
で
測
定
結
果
の
返
却
や
保
健

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
2
年
目
は
C
P
が
変

わ
り
、
私
の
帰
国
後
の
継
続
性
を
考
え
、
巡

回
先
の
学
校
保
健
担
当
教
諭
に
測
定
方
法

を
説
明
し
な
が
ら
実
施
。
2
年
目
に
な
る

と
、
1
年
目
に
配
布
し
た
測
定
結
果
の
用
紙

を
大
切
そ
う
に
持
っ
て
い
る
生
徒
や
、
1
年

目
と
2
年
目
の
測
定
結
果
を
見
比
べ
て
い

る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
に
身

体
測
定
の
結
果
を
報
告
し
た
り
、
生
活
習
慣

に
つ
い
て
保
健
指
導
し
た
り
し
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

赴
任
当
初
、
巡
回
先
で
「
な
ぜ
、
身
体
測

定
を
行
う
の
か
」
と
言
わ
れ
、実
施
の
意
義
・

目
的
を
校
長
や
担
当
教
諭
に
理
解
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
解
を
得
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

子どもたちに技術指導をする宮田さん。練習時間に体育館に行っても選手が現れないということが日常茶飯
事だったので、選手に目標を持って練習に取り組んでもらうための方法を考えたり、選手と良い関係を築ける
かを考えたりして活動を進めていった

巡回先の学校で児童の身長を測る桒山さん。２年間の活動で、「身体測定の大切さ」を理解してくれた教員
はたくさんいたが、毎年実施するという「継続性の大切さ」を理解してもらうにはもっと時間が必要だと感じた

※人数は、2020年7月31日現在。 ※人数は、2020年7月31日現在。

※ フェンシングには「フルーレ」「エペ」「サーブル」と3種目あり、種目によって攻撃が有効になる箇所が異なる。フルーレの場合は、背中を含む、胴体のみが有効面。攻撃は突きのみ。　
＊ 中米大会…パナマ・ニカラグア・グアテマラ・エルサルバドルなど中米各国が参加する大会。

＊1 ベーシックスクール…幼稚園、小学校、中学校。　
＊2 保健室経営…各学校で設定される教育や保健の目標を具体的に実現するため、子どもの健康状態や求めるものを把握し、彼らの健康課題を解決できるように保健室の機能を発揮すること。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

フェンシング
#G128

学校保健
#H135

さん
（コスタリカ・2017年度4次隊）

 さん
（ガーナ・2017年度1次隊）

■  活動概要
フェンシング （フルーレ）※の技術指導や普及活動
のため、主に以下の活動を行う。
●9〜17歳の子どもたちに対するフェンシング （フ

ルーレ）の技術指導
●地方の小学校でのスポーツの普及活動
●病院やリハビリセンターでの車いすフェンシング

の指導・普及活動

■  活動概要
学校保健の普及を目指し、配属先の教育事務所管
轄内にある学校を巡回しながら、以下の活動を行う。
●モデル保健室の機能・環境の整備、運営
●児童生徒の健康についての調査 ・分析
●児童生徒への保健指導・応急処置の実施
●学校保健担当教諭を対象とした、ワークショップ

の実施

■  PROFILE
岐阜県出身。13歳からフェンシングを始める。
中央大学経済学部を卒業後、スポーツ用品店
に勤務、2018年3月、青年海外協力隊員として
コスタリカに赴任。20年3月、帰国。現在は東
京オリンピック・パラリンピック競技大会組織
委員会のフェンシングチームにて勤務をしてい
る。

■  PROFILE
1988年生まれ、神奈川県出身。2012年、日本体育大学体
育学部健康学科を卒業。その後、上海日本人学校中学部
で2年間保健体育教諭、バンコク日本人学校で3年間養護
教諭として勤務。17年6月、協力隊員としてガーナに赴任、
19年 6月帰国。現在は、東京都立高等学校にて非常勤講
師として勤務しながら、日本語教師の資格を取得するため
に、日本語教師養成講座420時間を受講している。

話話
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派  遣  中 ▶ 0人

累　　計 ▶ 1人

分　　類 ▶ 人的資源

活  動  例 ▶ フェンシングの普及や競技力の

  向上のための技術指導など

類似職種 ▶ −

派  遣  中 ▶ 4人

累　　計 ▶ 26人

分　　類 ▶ 保健・医療

活  動  例 ▶ 学校保健の理解促進のため学

校における保健教育の実施 など

類似職種 ▶ 看護師、保健師、公衆衛生 など



　森本さんのプロフィール
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愛
媛
県
出
身
。

愛
媛
大
学
大
学
院
修
了
後
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
て
農
業

土
木
の
設
計
技
師
と
し
て
勤
務
。

3
月
、青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
北
部
に
あ
る
ナ
ン

プ
ラ
州
の
農
業
局
に
配
属
さ
れ
、

灌
漑
施
設
の
整
備
に
取
り
組
む
。

4
月
、帰
国
。

N
P
O
法
人
え
ひ
め
グ
ロ
ー
バ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

案
件
を
担
当
。

旅
行
で
チ
ェ
コ
の
ビ
ー
ル
に
感
動
。

京
都
茶
ビ
ー
ル
合
同
会
社
に
入
社
。

ブ
リ
ュ
ー
パ
ブ
京
都
ビ
ア
ラ
ボ
で

バ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
な
が

ら
、ビ
ー
ル
醸
造
の
研
修
を
受
け
、

現
在
は
ビ
ー
ル
醸
造
を
担
当
。

1986

　

森
本
さ
ん
が
初
め
て
行
っ
た
海
外
は
派
遣
国
の
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
だ
っ
た
。
異
文
化
に
触
れ
た
こ
と
で
も

っ
と
世
界
を
見
た
い
と
、
帰
国
後
に
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
旅
行
。
チ
ェ
コ
で
出
会
っ
た
お
い
し
い
ビ
ー
ル

の
記
憶
が
そ
の
後
に
つ
な
が
り
、
現
在
は
京
都
で
ビ

ー
ル
醸
造
者
と
し
て
働
い
て
い
る
。

日
本
と
異
な
る
環
境
で
技
術
を
生
か
す

 

「
地
元
の
愛
媛
を
出
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
森
本
さ
ん
は
、
建
築
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
た
父
親
の
影
響
と
、
生
活
の
基
本
で
あ
る
食
に

か
か
わ
る
農
業
の
役
に
立
ち
た
い
と
、
地
元
の
高

校
・
大
学
・
大
学
院
で
農
業
土
木
を
学
ん
だ
。
農
業

土
木
と
は
、
農
地
や
水
路
、
た
め
池
な
ど
の
灌か

ん

漑が
い

施

設
の
設
置
計
画
な
ど
農
業
系
の
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く

る
分
野
・
事
業
を
指
す
。
大
学
院
修
了
後
は
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で
農
業
土
木
事
業
に
携
わ

り
、
た
め
池
の
改
修
設
計
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
。

右
肩
上
が
り
の
業
界
で
は
な
く
、
過
疎
化
・
高
齢
化

に
よ
る
農
業
従
事
者
の
減
少
に
よ
り
、
農
業
よ
り
防

災
の
要
素
が
強
い
。
防
災
の
重
要
性
は
理
解
し
て
い

た
が
、
農
業
に
貢
献
し
、
新
し
い
物
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
日
に
日
に
増
し
て
い
っ
た
。

 
「
高
校
生
の
頃
、
先
生
が
協
力
隊
の
こ
と
を
話
し
て

貯
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
幅
を
狭
く
し
た
が

る
。
狭
い
と
流
れ
出
る
水
量
が
少
な
く
、
水
が
堤
防

の
高
さ
を
超
え
て
壊
れ
る
原
因
に
な
る
の
で
す
が
、

そ
れ
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」

　

言
葉
が
拙
く
て
も
し
っ
か
り
伝
え
な
い
と
人
命

に
か
か
わ
る
大
事
な
こ
と
だ
。
論
理
的
に
話
す
力

や
、
N
O
と
言
う
精
神
力
も
こ
の
と
き
身
に
つ
い

た
。「
重
圧
と
や
り
が
い
、
両
方
を
感
じ
て
無
我
夢

中
で
活
動
し
た
」
と
振
り
返
る
。
現
地
の
人
の
説
得

も
う
ま
く
い
き
、
1
年
が
か
り
で
モ
デ
ル
た
め
池
は

完
成
。
任
期
を
満
了
し
、森
本
さ
ん
は
帰
国
し
た
。

納
得
で
き
る
1
杯
を
求
め
て

　 

「
や
り
き
っ
た
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
て
、
農
業

土
木
か
ら
は
一
旦
離
れ
よ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
森

本
さ
ん
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
が
初
海
外
だ
っ
た
森
本
さ

ん
は
、
広
く
世
界
を
見
よ
う
と
旅
に
出
る
。
海
外
で

現
地
の
生
活
に
触
れ
、
人
と
か
か
わ
る
な
か
で
知
的

好
奇
心
が
満
た
さ
れ
る
喜
び
を
感
じ
た
こ
と
に
加

い
て
い
つ
か
行
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
、
働
い
て

3
年
経
っ
た
と
き
に
ふ
と
思
い
出
し
た
ん
で
す
」

　

国
が
変
わ
れ
ば
農
業
土
木
の
環
境
も
ガ
ラ
リ
と

変
わ
る
こ
と
や
、
食
や
そ
の
生
産
に
困
っ
て
い
る
人

の
役
に
も
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
応
募
。
合

格
し
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　

活
動
地
域
は
農
業
で
生
計
を
立
て
る
人
が
多
く
、

雨
期
の
水
を
乾
期
に
利
用
で
き
れ
ば
、
年
間
を
通
し

て
多
様
な
農
産
物
の
生
産
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
灌
漑
技
師
の
不
足
や
技
術
的
な
問
題
か
ら
、

農
業
用
た
め
池
の
多
く
は
決
壊
。
森
本
さ
ん
は
最
初

の
1
年
で
各
地
の
た
め
池
を
調
査
・
改
修
す
る
な

か
で
、
た
め
池
の
設
計
や
施
工
に
不
備
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
た
め
池
づ
く
り
の
参
考
と
な

る
「
モ
デ
ル
た
め
池
」
を
つ
く
る
計
画
を
立
て
た
と

こ
ろ
、
運
よ
く
大
き
な
予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
、
大

事
業
が
開
始
。
森
本
さ
ん
は
、
毎
日
現
場
に
行
き
、

測
量
・
調
査
・
設
計
・
経
理
・
工
事
発
注
・
施
工

管
理
、ま
た
行
政
と
の
や
り
と
り
な
ど
を
行
っ
た
。

　

現
地
で
の
一
番
の
苦
労
は
人
の
説
得
だ
。
特
に
た

め
池
の
構
造
で
揉
め
た
と
い
う
。
た
め
池
は
容
量
よ

り
多
く
の
水
が
入
っ
て
も
決
壊
し
な
い
よ
う
に
水

を
逃
す
道
が
必
要
だ
が
、そ
の
説
明
に
苦
労
し
た
。

 

「
水
を
逃
す
道
の
幅
を
広
く
し
て
も
、
高
さ
が
同
じ

な
ら
溜
ま
る
水
量
は
同
じ
で
す
。
現
地
の
人
は
水
を

終
わ
り
な
き
モ
ノ
づ
く
り

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
・
農
業
土
木
・
2
0
1
4
年
度
4
次
隊

さ
ん

え
、
日
本
を
外
国
人
に
説
明
す
る
た
め
に
改
め
て
日

本
を
知
る
経
験
も
、
森
本
さ
ん
に
と
っ
て
刺
激
的
だ

っ
た
。
今
後
も
外
国
人
と
か
か
わ
る
仕
事
が
し
た
い

と
、
旅
行
後
は
外
国
人
対
応
が
で
き
る
旅
館
に
勤

務
。
そ
の
後
、
外
国
人
観
光
客
が
一
番
多
い
京
都
に

職
を
求
め
、
そ
の
と
き
に
「
京
都
ビ
ア
ラ
ボ
」
の
オ

ー
プ
ン
を
知
っ
た
。
京
都
ビ
ア
ラ
ボ
は
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル
を
製
造
・
販
売
し
、そ
こ
で
飲
食
も
可
能
な
店
。

も
と
も
と
ビ
ー
ル
が
好
き
だ
っ
た
森
本
さ
ん
は
、
旅

行
先
の
チ
ェ
コ
で
ビ
ー
ル
工
場
に
行
っ
た
記
憶
も
蘇

り
、同
店
で
働
く
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

バ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、
ビ
ー
ル

醸
造
の
研
修
を
約
半
年
受
け
、
現
在
は
主
に
醸
造
を

担
当
。
ビ
ア
ラ
ボ
の
お
客
さ
ん
は
7
割
が
外
国
人
、

醸
造
責
任
者
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
た
め
、
協
力

隊
経
験
で
得
た
「
伝
え
る
力
」
は
今
も
役
立
っ
て
い

る
と
い
う
。「
責
任
者
が
遠
回
し
な
言
い
方
を
好
ま

な
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
私
も
伝
え
た
い
こ

と
は
ズ
バ
っ
と
言
い
ま
す
」
と
森
本
さ
ん
。以
前
、責

任
者
が
製
造
し
た
瓶
ビ
ー
ル
の
味
が
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
品
質
保
持
の
た
め
に
は
マ
ズ

イ
と
言
う
必
要
が
あ
り
、そ
の
と
き
迷
わ
ず
言
っ
た
。

今
は
そ
の
原
因
究
明
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

醸
造
に
携
わ
っ
て
1
年
。
お
い
し
い
ビ
ー
ル
は
つ

く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
当
に
お
い
し
い
ビ
ー

ル
と
は
ど
ん
な
も
の
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
消
費
者
の
需
要
を
も
と
に
つ

く
る
と
い
う
よ
り
、
自
分
が
飲
み
た
い
と
思
う
ビ
ー

ル
を
つ
く
る
と
い
う
要
素
が
強
い
の
で
、
日
々
研
究

で
す
。そ
れ
が
私
た
ち
の
カ
ラ
ー
に
も
な
り
ま
す
」

　

ト
ラ
イ
ア
ル
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の
毎
日
で
悩
む
こ
と

も
多
い
。そ
の
一
方
で
、毎
日
発
見
が
あ
る
。
自
分
が

納
得
す
る
ビ
ー
ル
を
つ
く
る
た
め
、
森
本
さ
ん
の
探

求
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
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開発途上国には農作物を栽培するこ
とに困っている人が日本より多くいるこ
とを感じ、農業土木の技術が役に立つ
のではないかと思い、協力隊への参加
を決意した。

チェコは国民1人当たりのビール消費
量が世界一で、ピルスナービールの発
祥の地でもある。同国でビールのおい
しさに感動したことが、ビール製造の
道に進むひとつのきっかけになった。

建設コンサルタント会社の
農業土木設計技師

クラフトビール醸造者

人生を変えた2年間

Vol.180

JICA Volunteers'

左上・右：ビールをつくる現在の森本さん
左下：森本さんが初めてつくったビール「黒宝（こくほう）／ Obsidian」。バナナやキャラメルの香りがするコ
クのある黒ビール。商品名は自身の黒ビールへの愛と、名に恥じないものをつくりたいという思いから自分の名
前も入れた。醸造回数とレシピ改良を重ね、定番商品のひとつになりつつある。英語名のObsidianは黒曜石
という宝石

モザンビークで協力隊員として活動する森本さん。モデルため池が
完成したときに記念として撮影した

Kyoto Beer Lab 
京都ビアラボ 

オ ー プ ン：2018年3月
住　　 所：京都市下京区

十禅師町201-3
業 務 内 容：クラフトビールの製造・

販売（バー営業）
U　 R 　L：https://kyotobeerlab.

stores.jp/

京都ビアラボの外観

beforeafter JICA Volunteer



［座談会参加者］

を
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ら
か
ら
継
続
的
な
支
援
を
取
り
付
け

る
一
種
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
力
を
入
れ
た
の
で
す

が
、
初
対
面
の
人
の
と
こ
ろ
に
飛
び
込
ん
で
い
く
こ
と

が
苦
に
な
ら
な
い
の
で
、
人
や
組
織
を
つ
な
ぐ
そ
う
し

た
仕
事
が
楽
し
く
、
自
分
に
向
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
う
し
て
帰
国
後
、
学
校
で
悩
み
を
抱
え
る
子
ど

も
を
支
援
す
る
「
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」

を
目
指
そ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
の
国
家
資
格
で
あ
る
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取

る
た
め
に
通
信
制
の
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。現
在
も
、

仕
事
の
か
た
わ
ら
で
勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
の
勤

務
先
は
「
大
学
で
勉
強
し
な
が
ら
働
け
そ
う
か
」
と
い

う
基
準
で
選
ん
だ
の
で
す
が
、
教
材
を
開
発
す
る
際
に

「
発
達
障
害
の
子
も
使
用
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
視
点

を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
私
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
せ
る
楽
し
い
仕
事
で
す
。
そ
の
た
め
、
し

ば
ら
く
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
な
る
た
め
の
勉
強

と
仕
事
の
両
立
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

協
力
隊
経
験
で
の
学
び

帰
国
し
て
か
ら
今
の
勤
務
先
で
働
き
始
め
る

ま
で
に
半
年
ほ
ど
経
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

私
は
「
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
の
よ
う
な
も
の
を

さ
ほ
ど
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
職
参
加
さ
れ
た
お
2

人
は
、
帰
国
し
て
す
ぐ
に
働
き
始
め
た
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、ス
ム
ー
ズ
に
復
職
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ス
ム
ー
ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
派
遣
前

と
同
じ
学
校
に
復
職
し
た
の
で
、
同
年
代
の
同

僚
が
2
年
前
よ
り
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
り
、
職

場
で
の
人
間
関
係
を
よ
り
深
め
て
い
た
り
し
て
い
た
た

め
、何
よ
り
も
ま
ず
「
疎
外
感
」
が
強
か
っ
た
で
す
。

私
は
派
遣
前
と
異
な
る
学
校
に
復
職
し
た
の

で
、
初
対
面
の
同
僚
た
ち
と
働
く
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
が
、「
協
力
隊
員
と
し
て
ア
フ
リ
カ
に
行

っ
て
い
ま
し
た
」
と
自
己
紹
介
す
る
と
、「
太
鼓
を
叩

【派遣前】
特別支援教育支援員
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・障害児・者支援
・中南米
・2016 年度派遣
▶︎障害児・者の支援施設
で教育プログラムの充
実化に従事。

【現在】
民間企業勤務

【派遣前】
特別支援学校の教諭
【協力隊】
▶︎現職参加
▶︎・障害児・者支援
・アジア
・2016 年度派遣
▶︎障害児・者の支援施設
で教育プログラムの充
実化に従事。

【現在】
復職

【派遣前】
特別支援学校の教諭
【協力隊】
▶︎現職参加
▶︎・障害児・者支援
・アフリカ
・2016 年度派遣
▶︎特別支援学校で職業
訓練プログラムの充実
化に従事。

【現在】
復職

Aさん（女性） Bさん（女性） Cさん（女性）
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BB

発
達
障
害
の
子
ど
も
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
る
中
高
一
貫
校
の
教
員
や
、
地
方
自
治
体

の
特＊
１

別
支
援
教
育
支
援
員
と
し
て
働
い
た
後
、
退
職
し

て
協
力
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。
協
力
隊
で
は
障
害
児
・

者
の
支
援
を
行
う
N
G
O
に
配
属
さ
れ
、
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
改
善
や
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
の
支
援
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
帰
国
後
に
就
職
し
た
の
は
、
教
育
用
の

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
な
ど
を
行
う
会
社
で
、

現
在
は
算
数
教
材
の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
前
は
、
知
的
障
害
が
あ
る
子
ど
も
が
通
う

特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
で
学
級
担
任
を
し

て
い
ま
し
た
。
協
力
隊
は
現
職
参
加
で
、
主
に
自
閉
症

や
知
的
障
害
の
子
ど
も
が
利
用
す
る
施
設
に
配
属
さ

れ
、
教
育
の
質
を
上
げ
る
た
め
の
支
援
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
帰
国
後
に
復
職
し
た
の
は
派
遣
前
と
同
じ

学
校
で
す
。
復
職
時
か
ら
現
在
ま
で
、
自＊
２

立
活
動
専
任

を
務
め
て
い
ま
す
。

私
も
派
遣
前
の
勤
務
先
は
知
的
障
害
が
あ
る

子
ど
も
が
通
う
特
別
支
援
学
校
で
、
小
学
部
と

高
等
部
の
学
級
担
任
を
し
て
い
ま
し
た
。協
力
隊
で
は
、

知
的
障
害
の
子
ど
も
が
通
う
特
別
支
援
学
校
に
配
属

さ
れ
、
職
業
訓
練
ク
ラ
ス
の
支
援
な
ど
に
携
わ
り
ま
し

た
。
現
職
参
加
だ
っ
た
の
で
す
が
、
帰
国
後
に
配
属
さ

れ
た
の
は
派
遣
前
に
勤
め
て
い
た
の
と
は
別
の
特
別
支

援
学
校
で
、
肢
体
不
自
由
と
知
的
障
害
の
子
ど
も
が
通

う
学
校
で
す
。
1
年
間
は
小
学
部
の
学
級
担
任
を
務

め
、
そ
の
後
、
特＊
３

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

専
従
と
な
っ
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
は
派
遣
前
に
教
員
と
し
て
働
い
て
い
る
と

き
か
ら
、「
教
員
に
向
い
て
い
な
い
」
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。「
学
校
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
場
だ
け

の
人
間
関
係
に
縛
ら
れ
る
こ
と
を
、
ど
う
し
て
も
窮
屈

に
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
う
し
て
、
帰

国
後
は
教
員
に
戻
る
ま
い
と
決
め
て
協
力
隊
に
参
加
し

た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
の
仕

事
の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
配
属
先
と
行
政
や
企
業

で
先
生
が
知
的
障
害
の
子
と
「
座
り
な
さ
い
」「
嫌
だ
」

「
座
り
な
さ
い
」「
嫌
だ
」
と
い
っ
た
や
り
取
り
を
続
け

て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
目
に
し
た
と
き
は
、
先
生
に

「
授
業
の
半
分
は
自
由
に
過
ご
さ
せ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
」
と
提
案
し
て
み
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

私
の
協
力
隊
時
代
の
配
属
先
も
、
時
間
割
は
あ

っ
た
も
の
の
、
き
っ
ち
り
そ
れ
に
沿
っ
て
授
業

が
進
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

が
ど
こ
ま
で
良
い
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
確

か
に
C
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
日
本
の
特
別
支

援
学
校
と
比
べ
て
子
ど
も
た
ち
に
「
ゆ
と
り
」
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
、
先
生
た
ち
に
も
「
ゆ
と
り
」

が
あ
っ
た
。
日
本
の
特
別
支
援
学
校
の
先
生
た
ち
は
、

時
間
割
に
き
っ
ち
り
沿
っ
て
授
業
を
行
い
、
人
に
よ
っ

て
は
放
課
後
に
部
活
動
な
ど
の
指
導
も
行
い
ま
す
。
そ

の
後
、
事
務
作
業
や
会
議
な
ど
も
あ
り
、
子
ど
も
や
指

導
の
こ
と
に
つ
い
て
教
員
間
で
議
論
す
る
時
間
が
持
ち

づ
ら
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
自
分
自
身
の

業
務
の
精
選
や
簡
素
化
な
ど
を
図
る
一
方
、
同
僚
の
先

生
た
ち
に
自
立
活
動
専
任
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

場
と
な
っ
て
い
る
毎
月
の
通
信
に
「
ゆ
と
り
」
に
関
す

る
話
を
盛
り
込
ん
だ
り
、
先
生
た
ち
と
の
個
別
の
会
話

で
そ
れ
を
伝
え
た
り
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

私
が
協
力
隊
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
の

1
つ
は
、
教
育
に
お
け
る
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の

重
要
性
で
す
。
協
力
隊
時
代
の
配
属
先
は
、
私
が
着
任

す
る
ま
で
、
障
害
の
程
度
が
重
い
子
も
軽
い
子
も
「
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
」
に
し
、
同
じ
ダ
ン
ス
や
色
塗
り
を
さ
せ
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
ば
か
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
な
か
で
私
は
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
グ
ル
ー

プ
分
け
を
し
、「
読
み
書
き
」
が
で
き
る
子
に
は
そ
れ

を
教
え
る
な
ど
、
能
力
に
応
じ
た
教
育
の
導
入
を
支
援

し
た
の
で
す
が
、「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
に
も
一
理
あ
る
こ

い
て
み
て
よ
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
彼
ら
と
の
感
覚
の
違

い
に
当
初
は
気
疲
れ
し
て
い
ま
し
た
。
復
職
後
に
特
に

悩
ん
だ
の
は
、
協
力
隊
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
仕
事
の

な
か
で
生
か
す
か
に
つ
い
て
で
す
。
そ
の
方
法
が
見
え

ず
、校
長
に
も
相
談
を
し
た
の
で
す
が
、「
協
力
隊
時
代
、

配
属
先
の
周
辺
の
特
別
支
援
学
校
も
巡
回
し
て
、
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
を
探
し
た
」
と
い
っ
た
話
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、
協
力
隊
経
験
が
生
か
せ
る
職
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
任
命
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

私
が
自
立
活
動
専
任
に
任
命
さ
れ
た
の
も
、
協

力
隊
で
行
っ
た
活
動
な
ど
を
加
味
し
て
の
こ

と
だ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
実
際
、

協
力
隊
経
験
を
生
か
し
や
す
い
立
場
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
地
域
の
学
校
の
先
生
た
ち
に
特
別
支
援

教
育
に
関
す
る
助
言
を
す
る
こ
と
が
役
目
の
1
つ
な
の

で
す
が
、
そ
の
な
か
で
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
協

力
隊
経
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
お
伝
え
で
き
る
か
ら
で

す
。
派
遣
国
の
特
別
支
援
学
校
に
通
う
知
的
障
害
の
子

ど
も
た
ち
と
か
か
わ
っ
て
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
日
本

と
違
っ
て
自
傷
行
為
や
他
害
行
為
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
で
し
た
。
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
は
、
ス
ト
レ

ス
の
少
な
さ
で
す
。
日
本
の
特
別
支
援
学
校
に
は
時
間

割
が
あ
り
、
各
コ
マ
で
何
を
さ
せ
る
か
が
き
っ
ち
り
決

ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
派
遣
国
の
特
別
支
援
学
校
に
は

細
か
な
時
間
割
が
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
自
由
に
過
ご

さ
せ
る
時
間
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
が
子
ど
も
た
ち
の
受

け
る
ス
ト
レ
ス
の
量
の
違
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
は
、

あ
る
程
度
自
由
を
制
約
し
な
が
ら
、
知
識
や
技
能
を
し

っ
か
り
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
自
傷
行
為
や
他
害
行
為
を
し
て
し
ま

う
ま
で
に
自
由
を
制
約
し
て
し
ま
う
の
は
、
潜
在
的
な

能
力
の
発
現
を
阻
害
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、現
在
、巡
回
先
の
学
校

と
が
次
第
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
先
生
が
「
軽
度
の
知

的
障
害
の
子
し
か
こ
な
せ
な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
出

し
た
課
題
を
、
重
度
の
子
が
こ
な
し
て
し
ま
う
な
ど
、

思
い
が
け
な
い
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
経
験
か
ら
、
私
が
も
し

ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
な
っ
た
ら
、
年

代
や
置
か
れ
た
環
境
が
違
う
子
た
ち
と
「
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
」
に
な
っ
て
学
べ
る
よ
う
な
習
い
事
な
ど
を
、
積
極

的
に
紹
介
し
て
い
こ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
専
門
性
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
協
力
隊

経
験
を
生
か
す
道
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る

A
さ
ん
の
生
き
方
は
、
率
直
に
う
ら
や
ま
し
い
と
感
じ

ま
す
。「
新
た
な
専
門
性
」
と
い
う
意
味
で
は
、
私
は
現

在
、
日
本
語
教
育
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
特

別
支
援
学
校
で
も
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど
も
が
増

え
て
お
り
、
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
日
本
語

教
育
の
専
門
性
が
生
か
せ
る
だ
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
で

す
。
協
力
隊
時
代
に
、
語
学
力
不
足
で
伝
え
た
い
こ
と

が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
辛
さ
を
私
自
身
が
体
験
し

た
こ
と
や
、
日
本
語
教
育
隊
員
と
の
出
会
い
が
、
外
国

に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど
も
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
で
す
。

私
も
協
力
隊
員
と
し
て
着
任
し
て
間
も
な
い

こ
ろ
、
同
僚
か
ら
「
あ
な
た
は
ま
だ
言
葉
が
し

ゃ
べ
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
仕
事
は
や
ら
な
く
て
い
い
」

と
言
わ
れ
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

私
が
働
い
て
い
る
県
で
は
、
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
外

国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
が
非
常
に
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、問
題
の
1
つ
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
言
葉
が
通
じ

な
い
」
と
い
う
理
由
で
誤
っ
て
知
的
障
害
だ
と
診
断
さ

れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
私

は
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
そ
う
し

た
問
題
へ
の
対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に

あ
る
の
で
、
今
後
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど
も
に

関
す
る
実
態
の
調
査
に
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

AA

A

BC

CA BB

CC

よ
も
や
ま
話

「
日
本
社
会
へ
の
復
帰
」や「
進
路
開
拓
」、「
協
力
隊
経
験
の
生
か
し
方
」な
ど
、

協
力
隊
員
の「
帰
国
後
」に
つ
い
て
、O
B
・
O
G
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

帰
国
後

第
19
回 

障
害
児
・
者
支
援
隊
員
篇

＊1 特別支援教育支援員…通常の学校（特別支援学校ではない学校）において、発達障

害がある子などの学習面や生活面の支援をする職。

＊2 自立活動専任…「自立活動」は特別支援学校の学習指導要領に盛り込まれた指導

領域で、障害による学習上・生活上の困難を改善・克服して自立を図るために必要

な知識や技能などを指導すること。「自立活動専任」は、学級担任を持たず、校内の

教員が行う自立活動の指導に関する支援や子どもへの指導などを行う教員。

＊3 特別支援教育コーディネーター…地域の幼稚園や学校に通う障害児の保護者や教

員などから、障害児への支援に関する相談を受ける職。特別支援学校が持つ「地域

の特別支援教育のセンター」という役割に基づいて置かれている。
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Pick Up OB・OG会 

全国OV教員・
教育研究会

「派遣国」や「職種」など、何かしらの共通項を持つ協力隊経験者によって構成するOB・OG
会を、シリーズでご紹介していきます。

　
日
本
で
教
員
と
し
て
働
く
協
力
隊
の

O
B
・
O
G
は
、
協
力
隊
経
験
で
得
た
も

の
を
仕
事
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
か
？
　
こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
互

い
に
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
県
レ
ベ
ル
の
O
B
・
O
G

会
が
結
成
さ
れ
始
め
た
の
は
2
0
0
0
年

代
。
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
同
種
の

O
B
・
O
G
会
が
な
い
地
域
の
協
力
隊

経
験
者
を
も
取
り
込
む
全
国
レ
ベ
ル
の

O
B
・
O
G
会
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た

の
が
当
会
だ
。

　
活
動
の
メ
イ
ン
は
、
毎
年
12
月
に
開
催

し
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
協
力
隊
経
験

を
日
本
の
教
育
現
場
で
生
か
す
方
法
を

テ
ー
マ
に
、
研
究
者
に
よ
る
講
演
、
実
践

事
例
の
発
表
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
実
施
。
2
0
1
9
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
に
よ
っ

　
ル
ー
マ
ニ
ア
へ
の
協
力
隊
派
遣
は

1
9
9
7
年
か
ら
2
0
0
9
年
ま
で
。
そ

の
間
、
延
べ
1
1
6
人
が
協
力
隊
活
動
を

展
開
し
た
。
同
国
で
協
力
隊
員
と
し
て
活

動
し
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
ル
ー
マ
ニ

ア
O
B
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
07
年
。
以

来
、
主
な
活
動
と
し
て
き
た
の
は
、
国
際

協
力
イ
ベ
ン
ト
で
の
ブ
ー
ス
の
出
展
だ
。

　
16
年
か
ら
は
、
東
京
都
武
蔵
野
市
が
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
以
下
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
）
に
向
け
て
同
国

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
行
う
事
業
へ
の

協
力
も
行
っ
て
い
る
。
16
年
度
に
は
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
施
策
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
す
る
懇
談
会
の
委
員
に
ル
ー
マ

ニ
ア
O
B
会
の
代
表
と
し
て
メ
ン
バ
ー
が

任
命
さ
れ
、
2
カ
月
に
1
度
の
会
議
で
さ

ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
っ
た
。そ
の
1
つ
が
、

市
民
か
ら
の
寄
付
を
元
手
に
同
国
の
パ
ラ

て
派
遣
中
の
協
力
隊
員
に
よ
る
、
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
行
っ
た
。
20
年
12
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
開

催
す
る
予
定
だ
。

 

「
当
会
は
今
後
、
日
常
的
な
情
報
交
換
の

場
を
設
け
る
こ
と
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の

都
道
府
県
で
会
員
を
確
保
し
、
支
部
の
よ

う
な
組
織
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
を
進
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。『
教
員
と

し
て
働
く
協
力
隊
経
験
者
』
と
い
う
同
じ

立
場
に
あ
る
者
ど
う
し
で
元
気
を
分
け

合
い
、
共
に
日
本
や
世
界
の
教
育
を
よ
り

良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
当
会
の

趣
旨
で
す
。
教
員
と
し
て
日
本
の
学
校
教

育
に
携
わ
る
な
か
、
し
ん
ど
さ
や
違
和
感

を
覚
え
て
い
る
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
仲
間
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」（
吉

岡
代
表
）

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
武
蔵
野
市
に
招
き
、
市

民
と
の
交
流
の
機
会
を
つ
く
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
。
19
年
に
は
、
卓
球
選
手
2
人
と
柔

道
選
手
1
人
を
招
き
、
中
学
校
で
交
流
試

合
を
行
う
な
ど
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
現

し
た
。
そ
の
際
に
通
訳
を
行
っ
た
の
も
、

ル
ー
マ
ニ
ア
O
B
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

だ
。
17
年
度
か
ら
は
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
や

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け
た
事

業
を
統
括
す
る
市
の
実
行
委
員
会
で
も
、

ル
ー
マ
ニ
ア
O
B
会
の
メ
ン
バ
ー
が
委
員

と
な
り
、
同
国
の
文
化
を
伝
え
る
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
な
ど
に
参
画
し
て
い
る
。

 

「
日
本
で
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を
知
っ
て
い

る
人
、
あ
る
い
は
ル
ー
マ
ニ
ア
語
を
話
せ

る
人
は
多
く
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

意
味
で
も
、
当
会
が
両
国
の
架
け
橋
を
担

う
意
義
は
大
き
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
」（
増
田
代
表
）

2019年12月のシンポジウムで行った、派遣中隊員によるテレビ会議を使ったディスカッション

2019年1月に武蔵野市が主催したルーマニアの文化を紹介するイベントで、ルーマニアOB会が出し
たブース。同国の伝統工芸である「イースターエッグ」のつくり方を教えるワークショップを行った

ルーマニアOB会

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年12月に開催

役員会の頻度 年に4回程度

会員・役員間の
主な連絡手段 2020年からウェブ会議が中心

問い合わせ窓口
https://www.facebook.com/zenovkk

情報発信の手段 https://www.facebook.com/zenovkk

代 表 者
（タンザニア・理数科教師・2000年度2次隊）

会 員 数 290人

入会資格
本会の目的に賛同する、JICA海外協力隊活動に
参加した者・参加を希望している者・興味関心が
ある者

会　　費 なし

Organization

Management

Contact

正式名称 全国OV教員・教育研究会

設立時期 2017年7月

法 人 格 任意団体

Outline

正式名称 ルーマニアOB会

設立時期 2007年

法 人 格 任意団体

代 表 者
（ルーマニア・看護師・1997年度3次隊）

会 員 数 約100人

入会資格

❶本会員：ルーマニアに派遣された
　協力隊経験者
❷賛助会員：その他（JICA職員、JICA専門
　家など）

会　　費 なし

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 不定期

役員会の頻度 不定期

会員・役員間の
連絡手段 メーリングリスト

問い合わせ窓口

情報発信の手段 —

Outline

Organization

Management

Contact

1 日本とルーマニアの
協力・交流・友好関係を深める。

2 地域を超えた協力隊経験者等の間の
親睦・交流を図る。

3 国際協力やボランティア活動の分野で
活動している協力隊経験者等を支援する。

4 その他、本会の目的を達成するために必要な
活動を行う。

■ 会の目的 ■ 会の目的 
1 協力隊を経験した教員の間のネットワークづくり

2 協力隊を経験した教員による教育実践の共有など

3 協力隊に現職参加する・した教員への
派遣前と派遣中における支援

4 教員を目指す協力隊経験者への支援

5 協力隊を目指す教員への支援
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活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 
crossroads@sojocv.or.jp

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第109回

  

　貧困地域の女性たちの収入向上支援に取り組んでいました。
現地ではココヤシの栽培が盛んで、女性たちはココナツオイル
を製造し、市場に卸していましたが、手間もかかるうえに利益が
薄い商品でした。そこで新たなビジネスとして 「ココナツ石け
ん」の製造・販売を開始。包装などにもこだわったことで、首都
でも売れる商品となりました。今回はこの石けんのつくり方を紹
介し、次号で 「包装」「販売のコツ」をお伝えします。　

 ORS（経口補水液）のつくり方

　特に村の女性に対して 「水と衛生」の啓発を行う際に追加し
ていた内容です。下痢による脱水で病院へ行ったり、命を落と
したりしてしまう子どもが多かったため、子どもが下痢になった
際に飲ませる経口補水液の簡単
なつくり方を紹介しました。わか
り易いように、水、砂糖、塩の分
量を家にあるもので測れるよう
に換算し、実際その場でつくり
飲んでもらっていました。
経口補水液をつくるときの砂糖の分量
砂糖の量が発表している機関によって異なります。
例1）水１ℓ＋砂糖大さじ２ （20g）＋塩小さじ1／ 2
例2）水１ℓ＋砂糖大さじ4と1／ 2 (40g)＋塩小さじ1／ 2
私は砂糖40グラムのレシピを参考にしていました。
用意する物とつくり方
水→現地によく出回っているペットボトル1本分。啓発活動の時
は、該当するペットボトルをいくつか持参する。
砂糖→家庭で使っているスプーン4杯と半分。もしくは現地で
小売販売されている、ビニールの小袋に入った砂糖２袋分 （こ
のやり方は地域差があるので、事前にその地域の売られ方が調
査できる場合に限ります）。
塩→3つの指 （人差し指、中指、親指）で２つまみ分
レモン汁→半分を絞る （現地のレモンは小さかったので半分
ですが、適宜調整を。なくても大丈夫ですが、あった方が飲み
やすいです）。
上記4つをペットボトルに入れて、混ぜれば完成。
注意点
●きれいな水を使うこと。できればペットボトル入りの水を買っ

てくる。もしくは煮沸して冷ます。
●一気に飲まない。一口ずつを5〜10分おきに飲む。
●吐いているときは、吐き気が収まってから。
●つくったらその日のうちに飲み切る。つくりだめはしない。
●1日に飲ませる量は小学生以下はつくった1リットルの半分、小

学生以上は1リットル全部。

 ココナツ石けんのつくり方

①まず、石けんを固めるためのフレームを
作成します。
②水に苛性ソーダを少しずつ入れ（苛性
ソーダに水を注ぐのはNG）、ゆっくり混
ぜます。混ぜると発熱するので、そのまま
体温くらいまで冷まします。

③大きなボウルか鍋にオイルを入れ、そこ
に❷をゆっくり入れる。全部入ったら、泡
立て器などで、マヨネーズ状の固さになる
までよく混ぜます。お好みで香料も。

④マヨネーズ状になったらすばやく型に流
し込み、数時間放置。羊羹くらいの固さに
なったら型から取り出し、好みのサイズに
カットします。その後、1カ月ほど日陰に置
いて熟成させます。

⑤完成。オイルの比率を変えると泡立ちや
固さが変わるので、自分の理想とする黄金
比率を見つけてみてください。石けんは熟
成期間によっても使い心地が変わります。

4

5

［材料］
●ココナツオイル…2300g
●パームオイル…1200g
●水…1050g
●苛性ソーダ…560g
●33×28×5㎝の四角形のフ
レームをつくるための木材

※油と水、苛性ソーダの比率を変更しなければ量
は増減可能。
※他の植物性油脂でも作成可能。
※フレームの大きさ（容積）と材料の総量がほぼ
同量にした方が、ロスは少ない。タッパーや牛
乳パックのような容器でも代用可能。

※分量は計りを使い、正確に計る。
※苛性ソーダは劇薬なので扱いに注意し、扱うと
きは必ず手袋をする（できれば眼鏡も）。
※換気の良い場所で行う。
※材料を混ぜる前に大きいビニールの上にフレー
ムを置き、石けんの素を流し入れる準備をする。

※水と苛性ソーダを混ぜる際は道具はプラスチ
ック製やステンレス製のものを使う。

経口補水液をつくる村の女性

窓ガラスが割れた原因のフロー図

■武藤さんの実例から
　私はベトナムで魚のすり身を製造している会社へ改善指導を
行っていました。製造部門からは 「製品の製造時間を短くした
い」という要望がありました。そこで関係部門の担当者を集め 

「なぜなぜ分析」を行いました （下図）。製造時間が長くなる原
因は、「明確な製造処方、製品・原料の規格がないこと」だとわか
りました。これを明確にすることが根本的な改善策でした。

魚のすり身製造会社／製造時間の短縮化検討フロー図

ナビゲーター = さん
（ガーナ・コミュニティ開発・2017年度4次隊）

収入向上活動

ナビゲーター = さん
（ベナン・感染症・エイズ対策・2017年度1次隊）

手洗いの啓発活動③

活動に役立つアイデア

　
知っトク情報

なぜ2
高校生が我が家の前の
空き地で野球をしてボ
ールが飛んできた。

なぜ2 窓ガラス保護の設備が
なかった。

問題 居間の窓ガラスが割れた。

なぜ1 ボールが窓ガラスに当たった。

なぜ3 リーダーがこの空き地で野球をやろうと言った。

なぜ4 空き地で野球をやってもいいと思った（リーダー）。

なぜ5 立ち入り禁止の看板がなかったから（リーダー）。

ナビゲーター = さん（シニア海外協力隊／
ベトナム・品質管理・生産性向上・2016年度4次隊）

活動に役立つアイデア

　

改善の方法①

なぜなぜ分析

　今回は 「なぜなぜ分析」という手法を使って改善を行う方法
を紹介します。問題が発生したときに 「なぜ？」を5回繰り返せ
ば本当の原因が発見でき、根本的な改善策を立てることができ
ます。まずは、実例をご覧ください。
■実例：窓ガラスが割れた本当の原因は？

問題発生 ▼自宅で休んでいると、突然居間の窓ガラスが割
れました。
なぜ① 「なぜか？」
−−−居間に硬式野球のボールが転がっています。
理由❶ 「ボールが窓ガラスに当たったから」
なぜ② 「なぜボールが窓ガラスに当たったのか？」
−−−我が家の前の空き地で高校生が野球をしていました。
理由❷ 「あのボールが飛んできたから」
なぜ③ 「なぜ高校生がその空き地で野球をしているんだろ
うか？」
−−−ボールを取りに来た高校生に聞きました。すると
理由❸ 「リーダーがこの空き地で野球をやろうと言いました」
なぜ④ 「なぜリーダーはその空き地で野球をやろうと言った
のか？」
−−−リーダーに聞きにいきました。すると
理由❹ 「僕はこの空き地で野球もやってもいいと思ったから」
なぜ⑤ 「なぜ、君はこの空き地で野球もやってもいいと思っ
たの？」
理由❺ 「立入り禁止の看板がなかったから」

（空き地の入り口には 「立ち入り禁止」の立札があったはずだ
ぞ……変だな）
−−−空き地に行って見ると雑草が伸びて看板に覆いかぶさ
り見えませんでした。
改善策は 「看板の前の雑草を刈る」となります。

　この手法のポイントは、「なぜ」の答えは推測ではなく事実を
検証して答えを探すこと。「なぜ」と 「答え」の論理性が適切か
どうかステップ毎に検証すること。また、答えは1つだけではなく
複数ある場合、「なぜ」の繰り返しが5回まで行かない場合もあ
ります。上記の会話を元に次のフロー図がつくれます。

！

?

?

?

?

?

?

!

なぜ5 明確な製造処方、製品・
原料の規格がなかった。

なぜ4

原料の魚の種類が違う
ときには、他の種類の魚
と混ぜ合わせ調製しな
がら、製品をつくってい
た。

なぜ3
原料の魚の種類が違っ
ても、製造には問題がな
いと購買部は認識して
いた。

なぜ4
製品への明確な要求条
件が定められていなかっ
た。

なぜ4
通常使用する魚
は、漁の時期では
なく、価格が高か
った。

なぜ3

製品に必要な条件は品
質でなく価格の安いこ
とだと購買部は認識し
ていたので安い魚を購
入した。

なぜ2 通常使用する原料（魚）と違う種類の魚を購買部が発注し購入
した。

なぜ1 通常使用する原料（魚）とは違う種類の魚を使用し製造した。

問題 製品（魚のすり身）の製造時間が通常の約1.5〜2倍かかること
がよくある。

28cm

5cm

33cm

1

3

2苛性ソーダ

苛性ソーダ＋水

オイル

水
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※進路相談の対象は、青年海外協力隊およ
び日系社会青年海外協力隊経験者のみとな
ります。
※カウンセラー／相談役により対応可能な
日が異なりますので、あらかじめ電話また
はメールでのご連絡をお願いします。

さん（ボリビア・空手道
・2016 年度 3 次隊）

シューカツ
START

出 身 地  沖縄県
生まれた年  1990年（帰国時の年齢：28歳）
略 歴

■2014年、日本大学卒業後、久米島町役場非常勤職員として１年間勤

務。その後、フィリピンに語学留学（約1年）。　　

■2017年1月、青年海外協力隊員としてボリビアに赴任。道場・小学校、

イベントなどで空手道の指導・普及活動を行う。

■2019年1月、帰国。

■2019年3月、金秀バイオ株式会社に契約社員として入社。翌4月、正

社員登用。製造業務に従事。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

仕 事 選 び で 一 番 大 切 に し た こ と は ？

地元とかかわりがある事業に携わること、ワークライフバランスの実現。

就 活 を と お し て 一 番 苦 労 し た こ と は ？

応募から筆記試験までの期間が短く、筆記試験の内容をすべてカバーす

る時間がなかったことです。協力隊OBの社員からも情報収集をし、それ

を元に勉強範囲を絞って乗り越えました。

協 力 隊 経 験 を ど う 伝 え ま し た か ？

面接では、協力隊活動中の困難とその困難にどう立ち向かったのかにつ

いて現地でのストーリーを織り交ぜて伝えました。また今後その経験・ス

キルを仕事でどう生かせるのかを、業務と協力隊経験の関連性を考えて

話しました。現地のストーリーを話したことで、面接官に協力隊経験をより

具体的にイメージしてもらうことができたのではないかと思います。

喜久里さんは剛柔流空手五段という実力の持ち主です。帰国後の就職は、母校で空手
の指導者になるか、それとも民間企業に就職するかという選択肢がありましたが、彼は
沖縄の地域資源を活かした産業振興のために尽力することを決断しました。既卒者の
場合、志望する企業への入社動機や何ができるかを問われることが多いことからその点
をアドバイスしました。喜久里さんは想定される質問に対して自分の意見をまとめてい
たこと、また持ち前の協調性や柔軟性が評価され、採用に至りました。

青年海外協力隊相談役による シューカツの総括

さん
担当地域：沖縄

●経歴：沖縄県監査委員事務局長、同土地開発公社理事長等を経て、2014年度より進路相談カウンセラー、
18年度より現職。沖縄県協力隊を支援する会副会長兼務。

強　み 協調性・柔軟性・体力

弱　み
民間企業での業務経験がないこと、社会人経験が
浅いこと

有 す る 資 格 高等学校教諭免許状（工業）

 2次試験  （筆記と面接）

面接では、「志望動機」「協力隊経験（楽しかった
事・苦労したこと）」「企業のイメージ」を聞かれた。
自分の考えが整理できていたので、言葉に詰まる
ことなく答えられた。

GOOD POINT!
面接前に、想定される質問に対する自分の
意見をまとめておき、わからない質問は曖昧
にせず、はっきり、ハキハキと応対したのがよ
かったと思っている。

 内定 

シューカツREVIEW
企業研究を行い、企業が必要する人材のイ
メージ像に沿うように履歴書作成と面接対
策を行ったのが内定につながったと考える。

 応募開始  （1次試験：書類）

応募書類は、履歴書。協力隊OBが数人在籍して
いることや、海外展開も視野に入れている企業だっ
たので、協力隊経験で得た力（① 問題解決能力
② コミュニケーション力③体力）と題して自己PR
をしつつ、海外経験をアピール。また、地域に密着
した企業なので郷土愛も伝えた。

 情報収集を開始  
青年海外協力隊相談役、民間の転職サイト、帰国
後はJICAの帰国隊員向け合同会社説明会を利
用。当初は情報量が少なかったため、就活の方向
性が定まらなかったが、職種・勤務地などの条件
を絞り込むうちに方向性が定まった。私はもっと
早い時期から始めればよかったと後悔しているの
で、早めの情報収集がお勧め。

帰国
2カ月前

帰国
2カ月後

帰国
1カ月後

帰国

帰国
3カ月後 応募した数…2社

書類選考通過…2社
内定した数…2社

先輩隊員たちの就職活動の記録をJICA進路相談カウンセラー・
青年海外協力隊相談役とともに振り返ります。

JICA海外協力隊ウェブサイト
「帰国隊員の進路開拓についての

相談受付」▲

ht tps://w w w.jica.go. jp/
v o l u n t e e r/o b o g /c a r e e r _
support/counselor/

自己 PR

国外

収入

安定

プライベート

国内

やりがい

挑戦

仕事

仕 事 選 び の 今 昔 。 重 視 し た の は ？

協力隊参加前＝ 　協力隊参加後＝

就職先：

金
かね

秀
ひで

バイオ株式会社
（民間企業：製造・販売業）

事業概要：沖縄県産品を用いた健康食品・サプリメントの製造・
販売　など

就職！

 先輩隊員の

シューカツ記
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JOCV SPORTS NEWS
サッカーを軸に子どもたちの未来をつくる

「サッカー を 通じて 夢 を 持 つことの 大 切 さ を 伝 え たい」という想 い の もと 始 まったSOLTILO 
FAMILIA SOCCER SCHOOL。青年海外協力隊経験者の土屋雅人さんは、このスクールのアフリカ
地域を担当し、子どもたちにサッカー指導やサッカー以外の才能育成の機会の提供をしている。

ッカー選手の本
ほん

田
だ

圭
けい

佑
すけ

氏がプロデュー
スするサッカースクールを始め、国内の

スポーツ施設運営事業や、海外プロサッカー
クラブ運営事業を行うSOLTILO（ソルティー
ロ）株式会社。サッカースクールは、日本国内
に61校、海外に8校あり、アフリカの3カ国で
は社会貢献活動として無償で子どもたちにサ
ッカーを教えている。このアフリカでの活動
を担当するのが、サモアでサッカー隊員とし
て活動した土屋さんだ。
 「家庭の事情でスクールにお金を払えないな
ど、サッカーをする機会に恵まれない子ども
たちを対象にサッカーを教えています」
　無償でのサッカー教室以外に、現地のエリー
トサッカーアカデミーに入団できた子どもに
は、月謝や交通費を一部負担し、サッカー選手
を本気で目指す機会の創出に加え、サッカー
以外の才能を育成する機会も提供している。

「スラムで生まれた子はスラムで死ぬ」という
言葉を土屋さんは以前聞いたという。生まれ
た場所から出られず、職業の選択肢があるこ
とを知らないまま一生を終えてしまうのだ。
 「サッカー教室に来る子は、みんなサッカー
が大好き。将来の夢は？と聞けばサッカー選
手と答える子が多い。でも職業体験に行った
後に聞くと『プログラマーになりたい』と言う
こともありますし、夢の選択肢が増えると人
生の幅が広がるのではないかと思います」
　現在はスポーツを通した社会貢献活動に
携わっているが、隊員時代は「スポーツと国際
協力」について考えたことはなかったという。

 「どうしたらサモアでサッカーを普及できる
のか、ということばかりを考えていました」
　学校におけるサッカー教室の実施を協力隊
活動の柱にしていた土屋さんは、任期満了時
には週に10校でサッカー教室を実施できる
ほど普及に成功した。挫折を味わったのは帰
国1カ月後。現地に連絡すると実施している
のは2校だけだと伝えられる。
 「私がやりたいことに現地の人が協力してく
れただけで、何の役にも立てなかったのです」
　その後、JICAの国

＊

際協力推進員として働
き、協力隊事業のことを話すことが増え、初め
て「スポーツと国際協力」の勉強をした。そこ
で知ったのは、スポーツが持つ人と人をつなぐ
力を活用することで、女性や障がい者など弱
い立場の人たちが社会に出るきっかけとなっ
たり、対立する民族同士が融和する潤滑油と
なったりするかもしれないということ。サッカ
ーと国際協力、この2つで再チャレンジしたい
と思い、次の仕事に選んだのがSOLTILOだ。
 「サッカーをツールに社会課題にどうインパ
クトを与えられるか、協力隊時代はその視点
が欠けていたということを学びました」
　以前、SOLTILOで海の仕事を知る社会科

見学として、ケニアの子どもたちを港湾に連
れて行ったときのこと。初めて海を見る子も
多く、両親のお土産にと海水を入れたペットボ
トルを抱えて目をキラキラさせる子や、海を
見て「海の力強さに感動した、大きなコンテ
ナ船を支える海の力に」という少年がいた。
 「そんな発想ができる子どもたちと接してい
ると、私自身が知らぬ間に忘れてしまった大
切なものを思い出させてもらっているような
感覚になります。彼らの世界が広がる瞬間に
出会うと、私にも発見があるんです」
　アフリカでの活動はパートナー企業から資
金などのサポートがあって成り立つ。支援をい
ただいて終わりではなく、今後は可能な限り
パートナー企業の方に子どもたちの世界が広
がる様子を「自分ゴト」として捉えてもらえる
機会をつくり、一緒に子どもたちの背中を押
していきたい、土屋さんはそう考えている。

SOLTILO株式会社
AFRICA DREAM SOCCER TOUR コーチ

さん
（サモア・サッカー・2015年度4次隊）

●プロフィール：1989年生まれ、埼玉県出身。日本大学
卒業後、メーカー勤務を経て、2016年に青年海外協力隊
員としてサモアに赴任。サモアサッカー協会の一員として強
化・普及活動を行う。帰国後は、埼玉県国際協力推進員、
ラグビーワールドカップ2019サモア代表リエゾンオフィサ
ーを務めた後、現職。ケニア・ルワンダ・ウガンダの3カ国
でサッカーを通じた社会貢献活動に従事している。

＊国際協力推進員…「地域のJICA窓口」として、JICAの国際協力事業の支援や広報啓発活動事業の推進、地方自治体が行う国際
協力事業との連携促進などを担当する。

サ

J a p a n O ve r s e a s C o o p e r a t i o n Vo l u n t e e r s ' S P O R T S N E W S

平和・平等・協力・健康……「スポーツが持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。

ウガンダでサッカーの指導をする土屋さん。現地で提携しているクラブの手伝いやコーチとの意見・情報交換もしており、
入団を勝ち取った子どもたちを見守り続ける。SOLTILOはウガンダでプロサッカークラブも経営しており、いつかサッ
カースクールからプロ選手を輩出することも目標のひとつだ

海を見るのが初めてで、ペットボトルに海水を入れて、
家族へのお土産とする子どもたち
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募集中のお題

「歯みがき」「お風呂」「食器洗い」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

通勤は大勢で。
活動先は小学校で、家の隣。家の前は生徒たちの通学路でドアをいたずらでドンドンと叩きだした頃が
通勤時間。特に約束はしていなくても何人かは外で待っていて一緒に行く。隣に並んでみたり、後ろから

付いてきたりする生徒たち。たまーに誰も待っていないと寂しさを感じる。

ペンネーム：マンゴーさん（アフリカ・青少年活動・2014年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

イラスト＝牧野良幸

　 近いけれどすぐ着かない 
配属先の病院までは徒歩1分。犬から逃げ
たり、3歩歩けば跳ねているカエルや飛ん
でいるバッタが体にぶつかってきたり。そん
な道。強い雨の日には隣にある同僚の家で

「雨、止むかなぁ」と外をぼーっと眺めて、配
属先に行ける天気になるまで時間をつぶす
ことも。そんな毎日が今は愛おしいな。

ペンネーム：ピキニニGirl さん
（大洋州・看護師・2018年度派遣）

★ 　 能動的アトラクション
日本での通勤は自分と繋がる時間だ。歩き
ながら頭を整理し、電車やバスではメール
の返信をしたり、つかの間の休息をとった
り。派遣国では、ときに道端のギター弾きに
歌をリクエストするなど、周りの世界と繋が
る「最高のアトラクション」だった。うっかり
眠れちゃう今の日本の通勤もいい。でも、通
るたびに新しい音や笑顔と出会えるあの風
景に再び同化できたなら……。

ペンネーム：笑みちゃん さん
（アフリカ・コミュニティ開発・2018年度派遣）

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

　思わぬ旅
少し離れた活動先に行くには、乗合タクシ
ーを利用。基本は乗車順で行き先に向かう
が、前後することも。赴任当初は、行きたい
方向と全く逆に進んでいくと不安に思って
いたが、数カ月すると慣れ、「任地にこんな
所もあったのか～！」と新たな場所を知れる
旅に変わった。

ペンネーム：マイス さん
（中南米・青少年活動・2018年度派遣）

★★★

お題 ▶︎ 通勤
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一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室
eメール

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

令和2年9月号［第56巻第8号 通巻660号］
発行日　令和2年9月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1
竹橋合同ビル

『クロスロード』ウェブ版は
以下のアドレスからアクセスできます。
https://www.jica.go.jp/
volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/index.html

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談、お聞
かせください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●日本でつくれる派遣国レシピをお寄せください。

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

JICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ
INFORMATION

　7月27日に、JICAと公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC）
は、スポーツを通じた国際貢献強化に向けた連携協定を締結しまし
た。署名は、JOCの山

やま

下
した

泰
やす

裕
ひろ

会長とJICAの北
きた

岡
おか

伸
しん

一
いち

理事長との間
で行われました。
　本連携協定は、新型コロナウイルス感染症が世界各地で社会生活
に大きな影響を与える中、スポーツが社会や人々のつながりに与え
る根源的な価値及び重要性を改めて認識し、スポーツの力や価値を
国際協力において最大限に活用することを目的としています。
　この連携協定締結を受け、JICAとJOCはJICA海外協力隊事業
における連携、開発途上国に向けたオリンピアンの情報発信強化を
はじめとした、スポーツを通じた国際貢献活動を推進します。

　7月16日にJICA筑波では、新型コロナウイルス感染症拡大の影
響により、母国へ戻ることが困難となっている外国人研修員向けに
「ストレスマネジメントセミナー」を実施しました。
　同セミナーには、茨城県内の一時帰国中隊員2人もオブザーバー
として参加。セミナー後の交流会には、10人の研修員と隊員、そし
てJICA筑波の職員も参加し、新型コロナウイルスの感染予防に十
分配慮しつつも、研修員・隊員双方のストレス発散にも貢献する活
発な交流会となりました。

▲

JICA筑波Facebook
https://www.facebook.com/jicatsukuba

JICAとJOCが連携協定を締結
～スポーツを通じた国際貢献を強化～

　7月21、22日の2日間、小学校教育隊員を対象にJICA海外協力隊
技術顧問（小学校教育）の主催によるオンライン交流会が開催され、
一時帰国中の隊員など、延べ45人が参加しました。一時帰国中隊員
と派遣前に待機となった隊員たちがグループに分かれ、活動報告や今
抱えている不安や悩みなど、自由に話し合いました。
　一時帰国中隊員からは、「久しぶりに活動報告ができて楽しかった」
という意見が聞かれ、派遣前に待機となった隊員からは、「先輩隊員
の体験談が聞けて参考になったので、派遣が決まるまで語学の勉強
や教材研究を続けたい」という前向きな意見が聞かれました。

一時帰国中・派遣前の小学校教育隊員が
オンラインで交流

JICA筑波主催 「ストレスマネジメントセミナー」
に一時帰国中の隊員が参加

　2020年秋募集および2020年度短期第2回募集については、在外
拠点での相手国政府からの要請取付と確認が行えないことから、募
集を中止します。
　2021年春以降の募集については決定次第、JICA海外協力隊ウェ
ブサイトなどでお知らせします。

▲

JICA海外協力隊ウェブサイト
https://www.jica.go.jp/volunteer/

2020年秋募集および
2020年度短期第2回募集中止について

セミナーで体をつかっ
てリラックスする工夫
を学ぶ研修生と隊員、
JICA筑波の職員

JOCの山下泰裕会長
（右）とJICAの北岡伸
一理事長（左）
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今月号の表紙
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　アイマナスを初めて食べたのは、配属先
での食事。茹でた芋とアイマナスでしたが、
辛いだけで何の味もしませんでした。アイ
マナスはさまざまな食事に付いてきますが、
最初の頃は口の中に辛さしか残りませんで
した。その後、人によってつくり方が異なる
ことを知り、レモンやトマトが入ったものを食
べて初めておいしいと思いました。今回は
スタンダードに近いアイマナスのレシピです。
アイマナスは現地語で「唐辛子」という意
味で、料理名もアイマナスなので唐辛子さえ
入っていればいいのかもしれません（笑）。
　一度口にしたものは記憶に残っているも
のです。簡単な料理の付け合わせにすれ
ば配属先のことを、手の込んだ料理に付け
れば隊員同士語り合った日 を々思い出しま
す。帰国して1年以上も経ち、任地とかかわ
るのは難しいのが正直なところですが、未
来の隊員や待機中隊員などこれからの世
代のサポートをしていきたいと思います。

酸っぱ辛い野菜のソース
東ティモールの「アイマナス」

玉ネギ…中サイズ2個
紫玉ネギ…1個
 トマト…中サイズ1個、またはミニトマト5〜
6個
塩…小さじ1
酢…具材が浸るくらい
鷹の爪…ひとつまみ。辛さに自信がある方は
がっつりどうぞ！

❶玉ネギは細かく刻んだら水に10分さらす。
❷トマトは1cm角に切る。
❸玉ネギの水を切ったら全て混ぜ、30分ほど
置く。サラダや魚料理、肉料理、豆腐や野
菜炒めにかけてもおいしいです。

日本の食生活に合うように、基本のアイマナ
スを以下のようにアレンジしました。
和風タイプ①→酢を白だしに変更

和風タイプ②→酢＋鷹の爪を酢味噌＋七味
唐辛子に変更
韓国タイプ→酢を市販のキムチに変更
みなさんの派遣国にあるメジャーな調味料
にも合うアレンジが見つかるかもしれませ
ん。各国タイプのアイマナスをつくってみて
は？？

ティモール人のレシピはサラダ油をたっぷり
と入れるのですが、油を入れずに冷蔵保存す
ることで日本で常備菜として使用できるよう
にしました。

❶水にさらすと辛味が抜
ける。

❸基本のアイマナス。常
備菜にもなる

さん（東ティモール・料理・2016
年度3次隊）
●活動内容：国立職業訓練校に配属され、
ホスピタリティコースを担当する。

今月の料理人

材料（5人分）

つくり方

アレンジ

ひとくちメモ

隊員's ポイント！
玉ネギをしっかり水に
さらすと、調味 料と
なじみやすくなる！

日本でつくる現地の
「めし」は活力の源

おかわ
り!
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